
防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [5BL，6BL]①

2.1-1-38

5BL

(底盤位置 EL9.0m）

←南側 北側→

11m

10m

9m

2m0
凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

6BL

防潮堤設置時スケッチ[5BL，6BL]①

防潮堤設置時写真[5BL，6BL]①

5BL←南側 北側→6BL

・防潮堤基礎[5BL]には，
断層は認められない。

再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-82参照）

（Ⅱ-2）岩盤上面が傾斜し
ており，礫層が同じ層厚
で盛り上がる形状を示す
箇所

再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-81参照）

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-38 一部修正



防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [5BL，6BL]②

←南側 北側→6BL

2.1-1-39

6BL

(底盤位置 EL9.0m）

←南側 北側→

11m

10m

9m

2m0

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

5BL

5BL

・防潮堤基礎[6BL]には，
断層は認められない。

防潮堤設置時スケッチ[5BL，6BL]②

防潮堤設置時写真[5BL，6BL]②

（Ⅰ-1）割れ目に沿って岩盤上面が凹んでいる箇所
再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-82参照）

再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-83参照）

（Ⅱ-2）岩盤上面が傾斜しており，礫層が同じ層
厚で盛り上がる形状を示す箇所

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-39 一部修正



(底盤位置 EL9.0m）

←南側 北側→

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [7BL]

7BL

2.1-1-40

7BL

10m

9m

←南側 北側→

11m

2m0

・防潮堤基礎[7BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

防潮堤設置時スケッチ[7BL]

防潮堤設置時写真[7BL]

（Ⅰ-2）割れ目に沿って岩盤上面が凹んでいる箇所再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-83参照）

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-40 一部修正



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [7BL，8BL]

←南側 北側→8BL

2.1-1-41

8BL

11m

10m

9m

←南側 北側→

2m0

・防潮堤基礎[8BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

7BL

7BL

防潮堤設置時スケッチ[7BL，8BL]

防潮堤設置時写真[7BL，8BL]

第788回審査会合 机上配布資料1 
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←南側 北側→

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [9BL，10BL]①

2.1-1-42

9BL

11m

10m

9m

2m0

(底盤位置 EL9.0m）

・防潮堤基礎[9BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

10BL

←南側 北側→9BL 10BL

防潮堤設置時スケッチ[9BL，10BL]①

防潮堤設置時写真[9BL，10BL]①

第788回審査会合 机上配布資料1 
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防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [9BL，10BL]②

2.1-1-43

11～12BLは
埋土区間

10BL

11m

10m

9m

←南側 北側→

2m0

(底盤位置 EL9.0m）

・防潮堤基礎[10BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

9BL

10BL←南側 北側→9BL

防潮堤設置時スケッチ[9BL，10BL]②

防潮堤設置時写真[9BL，10BL]②

（Ⅲ-1）岩盤が確認されていない箇所

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-43 一部修正



防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [13BL，14BL]①

2.1-1-44

13BL

11m

10m

9m

←南側 北側→

2m0

(底盤位置 EL9.0m）

11～12BLは
埋土区間

・防潮堤基礎[13BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

14BL

13BL←南側 北側→14BL

防潮堤設置時スケッチ[13BL，14BL]①

防潮堤設置時写真[13BL，14BL]①

（Ⅲ-1）岩盤が確認されていない箇所

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-44 一部修正



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [13BL，14BL]②

2.1-1-45

14BL

11m

10m

9m

←南側 北側→

2m0

・防潮堤基礎[14BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

13BL

14BL←南側 北側→13BL

防潮堤設置時スケッチ[13BL，14BL]②

防潮堤設置時写真[13BL，14BL]②

再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-84参照）

（Ⅱ-3）岩盤上面が傾斜しており，礫層が同じ層厚
で盛り上がる形状を示す箇所（Ⅲ-1）岩盤が確認されていない箇所

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-45 一部修正



防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [15BL，16BL]

2.1-1-46

11m

←南側 北側→15BL

10m

9m

2m0

(底盤位置 EL9.0m）

・防潮堤基礎[15BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

16BL

←南側 北側→15BL 16BL

防潮堤設置時スケッチ[15BL，16BL]

防潮堤設置時写真[15BL，16BL]

再確認箇所
（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-84参照）

再確認箇所
（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-85参照）

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-46 再掲



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [16BL]

2.1-1-47

11m

←南側 北側→16BL

10m

9m

2m0

・防潮堤基礎[16BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

←南側 北側→16BL

防潮堤設置時スケッチ[16BL]

防潮堤設置時写真[16BL]

（Ⅲ-2）岩盤が確認されていない箇所

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-47 一部修正



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [16BL，17BL]

11m

←南側 北側→

10m

9m

17BL

2.1-1-48

2m0

・防潮堤基礎[17BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

16BL

←南側 北側→17BL16BL

防潮堤設置時スケッチ[16BL，17BL]

防潮堤設置時写真[16BL，17BL]

（Ⅲ-2）岩盤が確認されていない箇所
再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-86参照）

第788回審査会合 机上配布資料1 
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(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [17BL，18BL]

2.1-1-49

11m

←南側 北側→

10m

9m

18BL

2m0

・防潮堤基礎[18BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

17BL

←南側 北側→18BL17BL

防潮堤設置時スケッチ[17BL，18BL]

防潮堤設置時写真[17BL，18BL]

再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-86参照）

（Ⅰ-3）割れ目に沿って岩盤上面が
凹んでいる箇所

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-49 一部修正



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [19BL]

2.1-1-50

11m

10m

9m

2m0

12m

・防潮堤基礎[19BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

←南側 北側→19BL

←南側 北側→19BL

防潮堤設置時スケッチ[19BL]

防潮堤設置時写真[19BL]

第788回審査会合 机上配布資料1 
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(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [19BL，20BL]

2.1-1-51

11m

←南側 北側→

10m

9m

20BL

2m0

・防潮堤基礎[20BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

19BL

←南側 北側→20BL19BL

防潮堤設置時スケッチ[19BL，20BL]

防潮堤設置時写真[19BL，20BL]

（Ⅲ-3）岩盤が確認されていない箇所

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-51 一部修正



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [21BL，22BL]①

2.1-1-52

11m

←南側 北側→21BL

10m

9m

2m0

・防潮堤基礎[21BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

22BL

←南側 北側→21BL 22BL

防潮堤設置時スケッチ[21BL，22BL]①

防潮堤設置時写真[21BL，22BL]①

（Ⅲ-3）岩盤が確認されていない箇所

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-52 一部修正



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [21BL，22BL]②

2.1-1-53

11m

←南側 北側→

10m

9m

22BL

2m0

12m

・防潮堤基礎[22BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

21BL

←南側 北側→22BL21BL

防潮堤設置時スケッチ[21BL，22BL]②

防潮堤設置時写真[21BL，22BL]②

（Ⅰ-4）割れ目に沿って岩盤上面が凹んでいる箇所

再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-88参照）

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-53 一部修正



←南側 北側→

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [23BL]

23BL

2.1-1-54

11m

←南側 23BL

10m

9m

北側→

2m0

(底盤位置 EL9.0m）

12m

・防潮堤基礎[23BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

防潮堤設置時スケッチ[23BL]

防潮堤設置時写真[23BL]

再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-88参照） 再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-89参照）

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-54 再掲



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [23BL，24BL]

2.1-1-55

11m

←南側

10m

9m

北側→24BL

2m0

12m

・防潮堤基礎[24BL]には，
断層は認められない。

法面の一部に埋土を残したまま観察

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

23BL

←南側 北側→24BL23BL

防潮堤設置時スケッチ[23BL，24BL]

防潮堤設置時写真[23BL，24BL]

（Ⅱ-4）岩盤上面が傾斜しており，礫層が同じ層厚
で盛り上がる形状を示す箇所

再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-89参照）

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-55 一部修正



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [25BL，26BL]①

2.1-1-56

11m

10m

9m

←南側 北側→25BL

2m0

12m

・防潮堤基礎[25BL]には，
断層は認められない。

法面の一部に埋土を残したまま観察

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

26BL

←南側 北側→25BL 26BL

防潮堤設置時スケッチ[25BL，26BL]①

防潮堤設置時写真[25BL，26BL]①

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-56 再掲



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [25BL，26BL]②

2.1-1-57

11m

10m

9m

2m0

12m

・防潮堤基礎[26BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

人工改変により，岩盤が削られている。

←南側 26BL 北側→25BL

←南側 26BL 北側→25BL

防潮堤設置時スケッチ[25BL，26BL]②

防潮堤設置時写真[25BL，26BL]②

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-57 再掲



防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [27BL，28BL]①

2.1-1-58

←南側 北側→27BL

11m

10m

9m

人工改変により，岩盤が削られている。

2m0(底盤位置 EL9.0m）

・防潮堤基礎[27BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

28BL

←南側 北側→27BL 28BL

防潮堤設置時スケッチ[27BL，28BL]①

防潮堤設置時写真[27BL，28BL]①

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-58 再掲



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [27BL，28BL]②

2.1-1-59

←南側 北側→28BL

11m

10m

9m

2m0

12m

・防潮堤基礎[28BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

27BL

←南側 北側→28BL27BL

防潮堤設置時スケッチ[27BL，28BL]②

防潮堤設置時写真[27BL，28BL]②

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-59 再掲



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [29BL]

2.1-1-60

11m

←南側 北側→29BL

10m

9m

2m0

・防潮堤基礎[29BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

←南側 北側→29BL

防潮堤設置時スケッチ[29BL]

防潮堤設置時写真[29BL]

再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-91参照）

（Ⅲ-4）岩盤が確認されていない箇所

再確認箇所
（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-92参照）

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-60 一部修正



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [30BL，31BL]

2.1-1-61

11m

10m

9m

2m0

・防潮堤基礎[30BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

←南側 北側→30BL 31BL

←南側 北側→30BL 31BL

防潮堤設置時スケッチ[30BL，31BL]

防潮堤設置時写真[30BL，31BL]

（Ⅲ-4）岩盤が確認されていない箇所

再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-92参照）

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-61 一部修正



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [31BL，32BL]①

2.1-1-62

11m

10m

9m

2m0

・防潮堤基礎[31BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

←南側 北側→31BL 32BL

←南側 北側→31BL 32BL

防潮堤設置時スケッチ[31BL，32BL]①

防潮堤設置時写真[31BL，32BL]①

再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-93参照）

（Ⅲ-5）岩盤が確認されていない箇所

再確認箇所
（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-92参照）

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-34 一部修正



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [31BL，32BL]②

2.1-1-63

11m

←南側

10m

9m

北側→32BL

2m0

・防潮堤基礎[32BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

31BL

←南側 北側→32BL31BL

防潮堤設置時スケッチ[31BL，32BL]②

防潮堤設置時写真[31BL，32BL]②

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-63 再掲



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [33BL]

2.1-1-64

33BL

11m

10m

9m

←南側 北側→

2m0

・防潮堤基礎[33BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

33BL←南側 北側→

防潮堤設置時スケッチ[33BL]

防潮堤設置時写真[33BL]

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-64 再掲



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [33BL，34BL]

2.1-1-65

34BL

11m

10m

9m

←南側 北側→

2m0

・防潮堤基礎[34BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

33BL

34BL←南側 北側→33BL

防潮堤設置時スケッチ[33BL，34BL]

防潮堤設置時写真[33BL，34BL]

再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-94参照） 再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-95参照）

（Ⅲ-6）岩盤が確認されていない箇所

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-65 一部修正



防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [35BL，36BL]

2.1-1-66

11m

←南側 北側→35BL

10m

9m

2m0

(底盤位置 EL9.0m）

・防潮堤基礎[35BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

36BL

←南側 北側→35BL 36BL

防潮堤設置時スケッチ[35BL，36BL]

防潮堤設置時写真[35BL，36BL]

再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-95参照）

（Ⅲ-6）岩盤が確認されていない箇所

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-66 一部修正



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [36BL]

←南側 北側→36BL

2.1-1-67

11m

←南側 北側→36BL

10m

9m

2m0

・防潮堤基礎[36BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

防潮堤設置時スケッチ[36BL]

防潮堤設置時写真[36BL]

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-67 再掲



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [37BL，38BL]①

2.1-1-68

11m

10m

9m

2m0

・防潮堤基礎[37BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

←南側 北側→37BL 38BL

←南側 北側→37BL 38BL

防潮堤設置時スケッチ[37BL，38BL]①

防潮堤設置時写真[37BL，38BL]①

再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-96参照）

（Ⅱ-5）岩盤上面が傾斜しており，礫層が同じ層厚
で盛り上がる形状を示す箇所

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-68 一部修正



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [37BL，38BL]②

2.1-1-69

11m

←南側 北側→38BL

10m

9m

2m0

・防潮堤基礎[38BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

37BL

←南側 北側→38BL37BL

防潮堤設置時スケッチ[37BL，38BL]②

防潮堤設置時写真[37BL，38BL]②

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-69 再掲



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [39BL，40BL]

2.1-1-70

11m

←南側 北側→39BL

10m

9m

2m0

12m

・防潮堤基礎[39BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

40BL

←南側 北側→39BL 40BL

防潮堤設置時スケッチ[39BL，40BL]

防潮堤設置時写真[39BL，40BL]

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-70 再掲



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [40BL]

←南側 北側→40BL

2.1-1-71

11m

←南側 北側→40BL

10m

9m

2m0

12m

・防潮堤基礎[40BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

防潮堤設置時スケッチ[40BL]

防潮堤設置時写真[40BL]

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-71 再掲



防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [41BL，42BL]①

2.1-1-72

11m

←南側 北側→41BL

10m

9m

2m0

(底盤位置 EL9.0m）

・防潮堤基礎[41BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

42BL

←南側 北側→41BL 42BL

防潮堤設置時スケッチ[41BL，42BL]①

防潮堤設置時写真[41BL，42BL]①

（Ⅱ-6）岩盤上面が傾斜しており，礫層が同じ層厚で盛り上がる形状を示す箇所

再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-97参照）

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-72 一部修正



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [41BL，42BL]②

2.1-1-73

10m

9m

2m0

・防潮堤基礎[42BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

←南側 北側→42BL41BL

←南側 北側→42BL41BL

防潮堤設置時スケッチ[41BL，42BL]②

防潮堤設置時写真[41BL，42BL]②

再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-97参照） 再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-98参照）

（Ⅱ-7）岩盤上面が傾斜してお
り，礫層が同じ層厚で盛
り上がる形状を示す箇
所

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-73 一部修正



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [43BL，44BL]

2.1-1-74

←南側 北側→43BL

10m

9m

2m0

・防潮堤基礎[43BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

44BL

←南側 北側→43BL 44BL

防潮堤設置時スケッチ[43BL，44BL]

防潮堤設置時写真[43BL，44BL]

再確認箇所（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-98参照）

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-74 再掲



(底盤位置 EL9.0m）

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時） スケッチ・写真 [44BL]

←南側 北側→44BL

2.1-1-75

←南側 北側→44BL

10m

9m

2m0

・防潮堤基礎[44BL]には，
断層は認められない。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

防潮堤設置時スケッチ[44BL]

防潮堤設置時写真[44BL]

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-75 再掲



2.1-1-76

(4) -2 トレンチ（①～⑧）再掘削調査



防潮堤基礎掘削法面 全体スケッチ①[3BL～16BL]

13，14BL

12BL 15BL

観察面模式平面図

海側

山側 ：観察面

13，14BL周辺はその他のBLより海側の面を観察

観察方向

0 10m

北側→

11～12BLは
埋土区間で記載を省略

7BL 8BL 9BL 10BL

13BL 14BL 15BL 16BL

←南側

3BL 4BL 5BL 6BL

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

①トレンチ（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-81～83）

②トレンチ（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-84～85）

EL9m

(底盤位置）

EL10m

EL11m

EL12m

EL9m

(底盤位置）

EL10m

EL11m

EL12m

EL9m

(底盤位置）

EL10m

EL11m

EL12m

再掘削トレンチ範囲

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時）スケッチ [3BL～16BL]

（Ⅱ-1）

（Ⅰ-1）

（Ⅱ-2）

中位段丘Ⅰ面

中位段丘Ⅰ面

中位段丘Ⅰ面

（Ⅰ）割れ目に沿って岩盤上面が凹んでいる箇所
（Ⅱ）岩盤上面が傾斜しており，礫層が同じ層厚で盛り上がる形状を示す箇所
（Ⅲ）岩盤が確認されていない箇所

下記コメント（Ⅰ）～（Ⅲ）に該当する箇所

（Ⅲ-1）

（Ⅲ-1）

（Ⅲ-2）

■コメント箇所（Ⅰ）～（Ⅲ）に該当する箇所について，再掘削調査（トレンチ調査）及び周辺地質からの検討を行い，断層の有無について評価を行った。

2.1-1-77

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-77 一部修正



防潮堤基礎掘削法面 全体スケッチ②[16BL～31BL]

2.1-1-78

30BL

29BL 31BL

観察面模式平面図
海側

山側 ：観察面

30BL周辺はその他のBLより海側の面を観察

観察方向

17BL 18BL 19BL 20BL

21BL 22BL 23BL 24BL

25BL 26BL 27BL 28BL

29BL 30BL 31BL

法面の一部に埋土を残したまま観察

0 10m

北側→←南側

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

人工改変により，岩盤が削られている。

16BL

③トレンチ（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-86～87）

④トレンチ（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-88～90 ）

⑤トレンチ（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-91～93）

EL9m

(底盤位置）

EL10m

EL11m

EL12m

EL9m

(底盤位置）

EL10m

EL11m

EL12m

EL9m

(底盤位置）

EL10m

EL11m

EL12m

EL9m

(底盤位置）

EL10m

EL11m

EL12m

再掘削トレンチ範囲

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時）スケッチ [16BL～31BL]

（Ⅰ）割れ目に沿って岩盤上面が凹んでいる箇所
（Ⅱ）岩盤上面が傾斜しており，礫層が同じ層厚

で盛り上がる形状を示す箇所
（Ⅲ）岩盤が確認されていない箇所

下記コメント（Ⅰ）～（Ⅲ）に該当する箇所

（Ⅰ-3）

（Ⅲ-2）

中位段丘Ⅰ面

（Ⅲ-3）

中位段丘Ⅰ面

（Ⅲ-3）

（Ⅰ-4）

（Ⅱ-4）

中位段丘Ⅰ面

中位段丘Ⅰ面

（Ⅲ-4）
中位段丘Ⅰ面

（Ⅲ-5）

第788回審査会合 机上配布資料1 
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防潮堤基礎掘削法面 全体スケッチ③[31BL～44BL]

31BL 32BL 33BL 34BL

35BL 36BL 37BL 38BL

39BL 40BL 41BL 42BL

43BL 44BL
0 10m

北側→←南側

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤シルト～砂質シルト層

人工構造物

再掘削トレンチ範囲

EL9m

(底盤位置）

EL10m

EL11m

EL12m

EL9m

(底盤位置）

EL10m

EL11m

EL12m

EL9m

(底盤位置）

EL10m

EL11m

EL12m

EL9m

(底盤位置）

EL10m

EL11m

EL12m

防潮堤基礎掘削法面（防潮堤設置時）スケッチ [31BL～44BL]

⑤トレンチ ⑥トレンチ（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-94～95）

⑥トレンチ
⑦トレンチ（補足資料2.1-1(4) P. 2.1-1-96）

⑧トレンチ補足資料2.1-1(4) （P.2.1-1-97～98）

⑧トレンチ

中位段丘Ⅰ面

中位段丘Ⅰ面

中位段丘Ⅰ面

中位段丘Ⅰ面

（Ⅱ-6） （Ⅱ-7）

（Ⅱ-5）（Ⅱ-5）（Ⅲ-6）

（Ⅲ-6）

（Ⅰ）割れ目に沿って岩盤上面が凹んでいる箇所
（Ⅱ）岩盤上面が傾斜しており，礫層が同じ層厚で盛り上がる形状を示す箇所
（Ⅲ）岩盤が確認されていない箇所

下記コメント（Ⅰ）～（Ⅲ）に該当する箇所

2.1-1-79

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-79 一部修正



再掘削調査（現状について）

位置図

トレンチ箇所の全景写真
（現在の状況）

工事状況の写真
（表層部を掘削して地盤改良を行った）

地盤改良工事前の写真
（原地形が残っている）

防潮堤

県道

防潮堤

地盤改良後
(EL11m)

原地形

再掘削
トレンチ県道

←西（海側） 東（陸側）→

←西（海側） 東（陸側） → ←西（海側） 東（陸側） →

約2m

防潮堤断面図（地盤改良前）

←海側 陸側→

約4m

基礎杭

EL15m

EL9m

約2m

防潮堤断面図（現状）

←海側 陸側→再掘削トレンチ

約4m

基礎杭

※

EL9m

EL15m

EL11m

EL10.5m

原地形

コンクリート舗装

既往スケッチ位置

地盤改良

再掘削トレンチ
（丸数字はトレンチ№）

■再掘削調査（トレンチ調査）を行った箇所は，発電所建設以前の旧標高は約10～13mであり，既往スケッチを実施した時期には原地形が残っていた。
しかしながら，運搬道路施工に伴う地盤改良工事により，現在はEL11m盤に整地され，EL10.5m以浅の地層は一部を除き人工改変を受けている。

※ 断層の有無をより詳細に確認するため，防潮堤基礎掘削
よりもさらに海側方向または深さ方向に最大1m程度掘り
込んでいる箇所がある。

2.1-1-80

第788回審査会合 机上配布資料1 
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赤褐色土壌

砂層

砂層

砂礫層

安山岩（均質）

砂礫層

安山岩（角礫質） 凝灰角礫岩

人工改変部

北側→

防潮堤基礎掘削法面（再掘削時） スケッチ・写真[①トレンチ（1/3）]

EL10.5m以浅
現在は人工改変

下図範囲

※1：防潮堤設置時スケッチの「礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや

土壌化）」を，詳細観察により，「砂層」と「赤褐色土壌」の一部に対応するものとして区分した。

※2：防潮堤設置時スケッチでは「砂礫層」を色調・固結度の違いから「礫層①（安山岩の円～亜角

礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）」と「礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色

～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）」に区分していた。

凡例

※1

※2

※1

再掘削 ①トレンチ スケッチ

再掘削 ①トレンチ 写真

←南側

←南側 北側→

0m 2m

凡 例

埋土 腐植質シルト～シルト層

節理

暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤

シルト～砂質シルト層人工構造物

防潮堤設置時スケッチ[4BL～7BL]
0 10m

（Ⅰ-1，2）割れ目に沿って岩盤上面が凹んでいる箇所
（Ⅱ-1，2）岩盤上面が傾斜しており，礫層が同じ層厚で盛り上がる形状を示す箇所

（Ⅱ-1）

（Ⅰ-2）

（Ⅱ-2）

（Ⅰ-1）

（Ⅱ-1）

赤褐色土壌

砂層
砂層

砂礫層

安山岩（均質）

砂礫層 安山岩（角礫質）

凝灰角礫岩

人工改変部

・（Ⅱ-1）の砂層・砂礫層の下位の岩盤中には，断層がないことを確認した。 2.1-1-81

別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-81 一部修正



人工改変部

赤褐色土壌
砂層

砂礫層

凝灰角礫岩凝灰角礫岩

EL10.5m以浅
現在は人工改変

下図範囲

再掘削 ①トレンチ スケッチ

再掘削 ①トレンチ 写真

←南側 北側→

←南側 北側→

防潮堤基礎掘削法面（再掘削時） スケッチ・写真[①トレンチ（2/3）]

凡 例

埋土 腐植質シルト～シルト層

節理

暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤

シルト～砂質シルト層人工構造物

防潮堤設置時スケッチ[4BL～7BL]
0 10m

・（Ⅱ-2）の砂層・砂礫層の下位の岩盤中
には，断層がないことを確認した。

（Ⅰ-1，2）割れ目に沿って岩盤上面が凹んでいる箇所
（Ⅱ-1，2）岩盤上面が傾斜しており，礫層が同じ層厚で盛り上がる形状を示す箇所

（Ⅱ-1）

（Ⅰ-2）

（Ⅱ-2）

（Ⅰ-1）

（Ⅱ-2）

人工改変部

赤褐色土壌
砂層

砂礫層

凝灰角礫岩
凝灰角礫岩

2.1-1-82

凡例

別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

別所岳安山岩類 凝灰角礫岩
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砂層

砂礫層 砂礫層
砂層

砂礫層

凝灰角礫岩

人工改変部

砂礫層

砂層
砂礫層

凝灰角礫岩

人工改変部

砂層

砂礫層

EL10.5m以浅
現在は人工改変

下図範囲

防潮堤設置時スケッチ[4BL～7BL]

←南側 北側→

←南側 北側→

防潮堤基礎掘削法面（再掘削時） スケッチ・写真[①トレンチ（3/3）]

凡例

凡 例

埋土 腐植質シルト～シルト層

節理

暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤

シルト～砂質シルト層人工構造物

0 10m

再掘削 ①トレンチ スケッチ

再掘削 ①トレンチ 写真

（Ⅰ-1，2）割れ目に沿って岩盤上面が凹んでいる箇所
（Ⅱ-1，2）岩盤上面が傾斜しており，礫層が同じ層厚で盛り上がる形状を示す箇所

（Ⅱ-1）

（Ⅰ-2）

（Ⅱ-2）

（Ⅰ-1）

（Ⅰ-2）（Ⅰ-1）

・（Ⅰ-1，2）に該当する割れ目はトレンチ内で下部に連続せず，破砕部を伴わないことを確認した。 2.1-1-83

別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

第788回審査会合 机上配布資料1 
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人工改変部

赤褐色土壌砂礫層

砂層

砂礫層

安山岩（角礫質）安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

凝灰角礫岩

人工改変部

赤褐色土壌

凝灰角礫岩

安山岩（角礫質）

再掘削 ②トレンチ スケッチ

再掘削 ②トレンチ 写真

下図範囲
EL10.5m以浅
現在は人工改変

←南側 北側→

下図範囲

←南側 北側→ 東側→←西側

←南側
北側→ 東側→←西側

礫層②

防潮堤基礎掘削法面（再掘削時） スケッチ・写真[②トレンチ（1/2）]

凡例

EL10m

EL9m

EL8m

EL11m

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理

暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，
基質は黄褐色～明褐色シルトで

やや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，
基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土で

ギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，
基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤

シルト～砂質シルト層

人工構造物

防潮堤設置時スケッチ[14BL，15BL]
0 10m

（Ⅱ-3）

（Ⅱ-3）

（Ⅱ-3）岩盤上面が傾斜しており，礫層が同じ層厚で盛り上がる形状を示す箇所

・掘り込み以前の既往スケッチの礫層②の箇所で，今回奥に掘り込んだ結果，岩盤が出現した。
・（Ⅱ-3）において，岩盤の凹地に砂礫層が入り込んだ形状を示すが，下位の岩盤中には断層は認められない。

人工改変部

赤褐色土壌

砂礫層

砂層

砂礫層

安山岩（角礫質）
安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

凝灰角礫岩

人工改変部

赤褐色土壌

凝灰角礫岩

安山岩（角礫質）

2.1-1-84

別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

別所岳安山岩類 凝灰角礫岩
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赤褐色土壌

人工改変部

赤褐色土壌

凝灰角礫岩

安山岩（角礫質）

シルト層
砂礫層

再掘削 ②トレンチ スケッチ

再掘削 ②トレンチ 写真

下図範囲

下図範囲

←南側 北側→

←南側 北側→

防潮堤基礎掘削法面（再掘削時） スケッチ・写真[②トレンチ（2/2）]

凡例

EL10m

EL9m

EL8m

EL11m

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理

暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，
基質は黄褐色～明褐色シルトで

やや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，
基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土で

ギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，
基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤

シルト～砂質シルト層

人工構造物

EL10.5m以浅
現在は人工改変

←南側 北側→

礫層②

防潮堤設置時スケッチ[14BL，15BL]
0 10m

（Ⅱ-3）岩盤上面が傾斜しており，礫層が同じ層厚で盛り上がる形状を示す箇所

（Ⅱ-3）

赤褐色土壌

人工改変部

赤褐色土壌

凝灰角礫岩

安山岩（角礫質）

シルト層 砂礫層

2.1-1-85

別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

別所岳安山岩類 凝灰角礫岩
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人工改変部

赤褐色土壌

凝灰角礫岩

砂礫層

砂層

明褐色土壌

暗褐色土壌

人工改変部

人工改変部

赤褐色土壌

凝灰角礫岩

砂礫層

砂層

明褐色土壌

暗褐色土壌

人工改変部

再掘削 ③トレンチ スケッチ

防潮堤設置時スケッチ[17ＢL,18BL]

再掘削 ③トレンチ 写真

拡大写真範囲（次頁）

←南側

北側→

←南側 北側→

防潮堤基礎掘削法面（再掘削時） スケッチ・写真[③トレンチ（1/2）]

凡例

EL10m

EL9m

EL8m

EL11m

EL12m

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理

暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，
基質は黄褐色～明褐色シルトで

やや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，
基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土で

ギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，
基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤

シルト～砂質シルト層

人工構造物

18BL17BL

0 10m
（Ⅰ-3）

（Ⅰ-3）既往スケッチで割れ目を記載していた箇所

（Ⅰ-3）割れ目に沿って岩盤上面が凹んでいる箇所

・割れ目に沿って岩盤上面が凹んでいる箇所について，再掘削した結果，凹地の下方には断層は認められないことを確認した。 2.1-1-86

別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-86 一部修正



拡大写真

←南側 北側→

拡大写真（地質境界を加筆）

←南側 北側→

砂礫層と岩盤の境界

砂礫層

砂層

凝灰角礫岩

細粒凝灰岩※

凝灰角礫岩

※細粒凝灰岩：凝灰角礫岩に挟在される厚さ6 ～ 10cmの細粒凝灰岩からなる層理。
固結した破砕部とは異なる。

防潮堤基礎掘削法面（再掘削時） スケッチ・写真[③トレンチ（2/2）]

・掘り込み以前の法面では砂礫層と岩盤の境界の下方延長部に割れ目を記載して
いたが，今回さらに掘り込んで調査した結果，割れ目は消失し，連続しないことを
確認した。

・砂礫層と岩盤の境界の下方延長には断層は認められない。
2.1-1-87

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-87 再掲



人工改変部

砂礫層

安山岩（角礫質）

人工改変部

砂礫層

安山岩（角礫質）

22BL 23BL

防潮堤設置時スケッチ[22BL～23BL]

再掘削 ④トレンチ 写真

下図範囲

EL10.5m以浅
現在は人工改変

←南側
北側→

←南側

北側→

←南側
北側→

防潮堤基礎掘削法面（再掘削時） スケッチ・写真[④トレンチ（1/3）]

凡例

EL10m

EL9m

EL11m

凡 例

埋土 腐植質シルト～シルト層

節理

暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤

シルト～砂質シルト層人工構造物

再掘削 ④トレンチ スケッチ

0 10m
（Ⅰ-4）

（Ⅱ-4）

（Ⅰ-4）割れ目に沿って岩盤上面が凹んでいる箇所
（Ⅱ-4）岩盤上面が傾斜しており，礫層が同じ層厚で盛り上がる形状を示す箇所

（Ⅰ-4）

・（Ⅰ-4）に該当する割れ目はトレンチ内で下部に連続せず，破砕部を伴わないことを確認した。 2.1-1-88

別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-88 一部修正



凝灰角礫岩

人工改変部
人工改変部

安山岩（角礫質）

防潮堤設置時スケッチ[22BL～23BL]

EL10.5m以浅
現在は人工改変

再掘削 ④トレンチ 写真

凝灰角礫岩

人工改変部

人工改変部

安山岩（角礫質）

再掘削 ④トレンチ スケッチ

再掘削 ④トレンチ 写真

←南側

北側→

←南側 北側→

拡大写真範囲（次頁）

防潮堤基礎掘削法面（再掘削時） スケッチ・写真[④トレンチ（2/3）]

EL10m

EL9m

EL11m

下図範囲

22BL 23BL←南側
北側→

凡 例

埋土 腐植質シルト～シルト層

節理

暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤

シルト～砂質シルト層人工構造物

0 10m
（Ⅰ-4）

（Ⅱ-4）

（Ⅰ-4）割れ目に沿って岩盤上面が凹んでいる箇所
（Ⅱ-4）岩盤上面が傾斜しており，礫層が同じ層厚で盛り上がる形状を示す箇所

・（Ⅱ-4）の砂層・砂礫層は，人工改変されており現存しない（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-80参照）が，下位の岩盤中には，断層がないことを確認した。 2.1-1-89

凡例

別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-89 一部修正



詳細観察写真（節理を加筆）詳細観察写真

←南側 北側→ ←南側 北側→

拡大写真（全景）

詳細観察範囲

←南側 北側→

防潮堤基礎掘削法面（再掘削時） スケッチ・写真[④トレンチ（3/3）]

・節理はトレンチ下部で消滅するこ
とを確認した。

■ （Ⅱ）岩盤上面が傾斜しており，礫層が同じ層厚で盛り上がる形状を示す箇所の下方延長部に分布する節理について，詳細に確認を行った。

2.1-1-90

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-90 再掲



赤褐色土壌

砂層

砂礫層
安山岩（角礫質）

砂礫層

人工改変部

腐植質シルト層 腐植質
シルト層

腐植質
シルト層

人工改変部

シルト質礫層 シルト質礫層

安山岩（角礫質）

EL10m

EL9m

EL8m

EL11m

赤褐色土壌

砂層

砂礫層
安山岩（角礫質）

砂礫層

人工改変部

腐植質シルト層
腐植質
シルト層

腐植質
シルト層

人工改変部

シルト質礫層 シルト質礫層

安山岩（角礫質）

再掘削 ⑤トレンチ スケッチ

再掘削 ⑤トレンチ 写真

下図範囲

下図範囲

EL10.5m以浅
現在は人工改変

←南側 北側→

←南側
北側→ 西側→←東側

←南側
北側→ 西側→←東側

防潮堤基礎掘削法面（再掘削時） スケッチ・写真[⑤トレンチ（1/3）]

凡例

防潮堤設置時スケッチ[29BL～31BL]
凡 例

埋土 腐植質シルト～シルト層

節理

暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤

シルト～砂質シルト層人工構造物

0 10m

（Ⅲ-4）

（Ⅲ-4，5）岩盤が確認されていない箇所 （既往スケッチ）

（Ⅲ-5）

2.1-1-91

別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-91 一部修正



人工改変部腐植質シルト層

赤褐色土壌

砂礫層
赤褐色土壌

砂礫層

安山岩（角礫質）シルト質礫層

人工改変部

腐植質シルト層

EL10m

EL9m

EL8m

EL11m

人工改変部
腐植質シルト層

赤褐色土壌

砂礫層

赤褐色土壌

砂礫層

安山岩（角礫質）シルト質礫層

人工改変部
腐植質シルト層

再掘削 ⑤トレンチ スケッチ

再掘削 ⑤トレンチ 写真

←南側 北側→

←南側 北側→

防潮堤基礎掘削法面（再掘削時） スケッチ・写真[⑤トレンチ（2/3）]

凡例

下図範囲

EL10.5m以浅
現在は人工改変

←南側 北側→

凡 例

埋土 腐植質シルト～シルト層

節理

暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤

シルト～砂質シルト層人工構造物

下図範囲

防潮堤設置時スケッチ[29BL～31BL]

0 10m

（Ⅲ-4）

（Ⅲ-4，5）岩盤が確認されていない箇所 （既往スケッチ）

（Ⅲ-5）

（Ⅲ-4）

・既往スケッチにおいて岩盤が確認されていなかった箇所（Ⅲ-4）において，防潮堤基礎（EL9m）よりもさらに深く掘削することにより岩盤を露出させた。
・その結果，当該区間に断層がないことを確認した。 2.1-1-92

別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-92 一部修正



赤褐色土壌 人工改変部

砂礫層
砂礫層

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

砂礫層

人工改変部
赤褐色土壌

赤褐色土壌 人工改変部

砂礫層

砂礫層

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

砂礫層

人工改変部

赤褐色土壌

再掘削 ⑤トレンチ スケッチ

再掘削 ⑤トレンチ 写真

東側→←西側

東側→←西側
←南側 北側→

←南側 北側→

防潮堤基礎掘削法面（再掘削時） スケッチ・写真[⑤トレンチ（3/3）]

凡例

EL10m

EL9m

EL8m

EL11m

EL10.5m以浅
現在は人工改変

←南側 北側→

凡 例

埋土 腐植質シルト～シルト層

節理

暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤

シルト～砂質シルト層人工構造物

下図範囲

下図範囲

防潮堤設置時スケッチ[29BL～31BL]0 10m

（Ⅲ-4）

（Ⅲ-4，5）岩盤が確認されていない箇所 （既往スケッチ）

（Ⅲ-5）

（Ⅲ-5）

・既往スケッチにおいて岩盤が確認されていなかった箇所（Ⅲ-5）において，防潮堤基礎（EL9m）よりもさらに深く掘削することにより岩盤を露出させた。
・その結果，当該区間に断層がないことを確認した。 2.1-1-93

別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-93 一部修正



人工改変部

赤褐色土壌

砂層

砂礫層

安山岩（角礫質）

砂礫層

赤褐色土壌

砂層

砂礫層

安山岩（角礫質）

人工改変部

砂礫層

再掘削 ⑥トレンチ スケッチ

再掘削 ⑥トレンチ 写真

下図範囲

EL10.5m以浅
現在は人工改変

←南側

北側→

←南側
北側→

防潮堤基礎掘削法面（再掘削時） スケッチ・写真[⑥トレンチ（1/2）]

凡例

EL10m

EL9m

EL8m

EL11m

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理

暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，
基質は黄褐色～明褐色シルトで

やや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，
基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土で

ギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，
基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤

シルト～砂質シルト層

人工構造物

防潮堤設置時スケッチ[34BL～35BL]0 10m

（Ⅲ-6） （Ⅲ-6）

（Ⅲ-6）

（Ⅲ-6）岩盤が確認されていない箇所（既往スケッチ）

2.1-1-94

別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-94 一部修正



赤褐色土壌

砂礫層

安山岩（角礫質）

砂層

人工改変部 人工改変部

砂礫層

砂層

赤褐色土壌

砂層

砂礫層

安山岩（角礫質）

人工改変部

砂礫層

人工改変部

砂層

再掘削 ⑥トレンチ スケッチ

再掘削 ⑥トレンチ 写真

下図範囲

EL10.5m以浅
現在は人工改変

←南側

北側→

←南側
北側→

防潮堤基礎掘削法面（再掘削時） スケッチ・写真[⑥トレンチ（2/2）]

凡例

EL10m

EL9m

EL8m

EL11m

防潮堤設置時スケッチ[34BL～35BL]0 10m

（Ⅲ-6） （Ⅲ-6）

（Ⅲ-6）

・既往スケッチにおいて岩盤が確認されていなかった箇所（Ⅲ-6）において，防潮堤基礎（EL9m）よりもさらに深く掘削することにより岩盤を露出させた。
・その結果，当該区間に断層がないことを確認した。

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理

暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，
基質は黄褐色～明褐色シルトで

やや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，
基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土で

ギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，
基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤

シルト～砂質シルト層

人工構造物

（Ⅲ-6）岩盤が確認されていない箇所（既往スケッチ）

2.1-1-95

別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-95 一部修正



赤褐色土壌 赤褐色土壌

砂層

砂礫層
安山岩（角礫質）

砂礫層

砂層

砂礫層

赤褐色土壌 赤褐色土壌

砂層

砂礫層 安山岩（角礫質）

砂礫層

砂層

砂礫層

再掘削 ⑦トレンチ スケッチ

再掘削 ⑦トレンチ 写真

防潮堤設置時スケッチ[37BL]

EL10.5m以浅
現在は人工改変

←南側 北側→

←南側

北側→

防潮堤基礎掘削法面（再掘削時） スケッチ・写真[⑦トレンチ]

凡例

EL10m

EL9m

EL11m

0m 2m

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理

暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，
基質は黄褐色～明褐色シルトで

やや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，
基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土で

ギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，
基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤

シルト～砂質シルト層

人工構造物

0 10m

（Ⅱ-5） （Ⅱ-5）

（Ⅱ-5）岩盤上面が傾斜しており，礫層が同じ層厚で盛り上がる形状を示す箇所

（Ⅱ-5） （Ⅱ-5）

・（Ⅱ-5）の砂層・砂礫層の下位の岩盤中には，断層がないことを確認した。 2.1-1-96

別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-96 一部修正



赤褐色土壌

砂層

砂礫層

安山岩（角礫質） 凝灰角礫岩

暗褐色土壌

明褐色土壌

砂礫層

安山岩（角礫質）

人工改変部

赤褐色土壌

砂層

砂礫層
安山岩（角礫質） 凝灰角礫岩

暗褐色土壌

明褐色土壌

砂礫層

安山岩（角礫質）

人工改変部

EL10m

再掘削 ⑧トレンチ スケッチ

再掘削 ⑧トレンチ 写真

下図範囲

←南側
北側→

←南側
北側→

防潮堤基礎掘削法面（再掘削時） スケッチ・写真[⑧トレンチ（1/2）]

凡例

0m 2m

EL11m

EL10m

EL9m

EL12m

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理

暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，
基質は黄褐色～明褐色シルトで

やや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，
基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土で

ギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，
基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤

シルト～砂質シルト層

人工構造物

防潮堤設置時スケッチ[41BL～43BL]
0 10m

（Ⅱ-6）
（Ⅱ-7）

（Ⅱ-6，7）岩盤上面が傾斜しており，礫層が同じ層厚で盛り上がる形状を示す箇所

（Ⅱ-6）

・（Ⅱ-6）の砂層・砂礫層の下位の岩盤中には，断層がないことを確認した。 2.1-1-97

別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-97 一部修正



赤褐色土壌

暗褐色土壌

明褐色土壌

安山岩（角礫質）

赤褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

暗褐色土壌

明褐色土壌

砂層

砂礫層

安山岩

（角礫質）
安山岩（角礫質）

人工改変部
人工改変部

赤褐色土壌

明褐色土壌

砂層

安山岩

（角礫質）

安山岩

（角礫質）

再掘削 ⑧トレンチ スケッチ

再掘削 ⑧トレンチ 写真

下図範囲

←南側
北側→

東側→←西側
←南側 北側→北側→西側→←東側 ←南側

北側→←南側

北側→←南側

西側→←東側 北側→←南側 東側→←西側
←南側 北側→

防潮堤基礎掘削法面（再掘削時） スケッチ・写真[⑧トレンチ（2/2）]

凡例

0m 2m

凡 例

埋土

腐植質シルト～シルト層

節理

暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，
基質は黄褐色～明褐色シルトで

やや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，
基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土で

ギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，
基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤

シルト～砂質シルト層

人工構造物

防潮堤設置時スケッチ[41BL～43BL]
0 10m

（Ⅱ-6）
（Ⅱ-7）

（Ⅱ-7）

（Ⅱ-6，7）岩盤上面が傾斜しており，礫層が同じ層厚で盛り上がる形状を示す箇所

赤褐色土壌

明褐色土壌

安山岩（角礫質）

赤褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

暗褐色土壌

明褐色土壌

砂層

砂礫層 安山岩

（角礫質）

安山岩

（角礫質）

安山岩

（角礫質）
安山岩（角礫質）

人工改変部
人工改変部

赤褐色土壌

明褐色土壌

砂層

・（Ⅱ-7）の砂層・砂礫層の下位の岩盤中には，断層がないことを確認した。 2.1-1-98

別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-98 一部修正



2.1-1-99

(4) -3 岩盤未確認部の周辺地質の確認



岩盤未確認部の周辺地質の確認

・10～13BL，16BL，20～21BL，29～30BLは開析谷が横断する区間であり，中位段丘Ⅰ面を削剥したことにより岩盤上面が低くなっている。
・開析谷の延長方向の１・２号機基礎掘削面及び海岸部露岩域には，同方向に連続する断層は認められない。（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-101～102）
・開析谷はいずれも山から海への自然勾配の方向で流下する必従谷であり，谷の形成に断層の影響はないと考えられる。

位置図

2.1-1-100

中位段丘Ⅰ面上にある区間

開析谷が横断する区間

防潮堤基礎部凡例

■中位段丘Ⅰ面分布域外にあたり，岩盤が確認できなかった箇所（Ⅲ-1～3）について，周辺地質からの検討を行った。

①

②③④

⑥⑦
⑧

⑤※

トレンチ箇所
（○数字はトレンチ№）

※２号機取水路トンネルの直上に位置する29～30BL（開析谷①）には，⑤トレンチに
より，断層がないことを確認した。（補足資料2.1-1(4) P.2.1-1-91～92）

×

×

×
×

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-100 一部修正

海岸部凡例



岩盤未確認部の周辺地質の確認（１・２号機基礎掘削面スケッチ）

位置図

２号機基礎掘削面スケッチ １号機基礎掘削面スケッチ

開析谷①

開析谷②

開析谷③

・１・２号機基礎掘削面において，開析谷の方向に断層は認められない。

2.1-1-101

■開析谷の延長方向において，基礎掘削面の地質状況を確認した。

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-101 一部修正

海岸部凡例



岩盤未確認部の周辺地質の確認（海岸部露岩域）

位置図

海岸部露岩域 空中写真

下図範囲

2.1-1-102

・海岸部露岩域において，開析谷の方向に断層は認められない。

Ｋ－７

Ｋ－６

開析谷① 開析谷② 開析谷③ 開析谷④

■開析谷の延長方向において，海岸部露岩域の地質状況を確認した。

×

×

×

×

別所岳安山岩類 安山岩（均質）

別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-1-102 一部修正

海岸部凡例



補足資料２．１－２

取水路建設時のグラウトの影響範囲について

2.1-2-1



340

取水路建設時のグラウトの影響範囲について

〇取水路の建設時，施工の安全性，効率性及び覆工コンクリートの品質確保を目的として，取水路を中心に半径約15ｍ，補
機冷却水取水路を中心に半径約6～8ｍの範囲において，3.0～3.5MPaの高圧グラウトを実施している。

○下図の 範囲は注入目標範囲であるが，高圧で注入していることから， 範囲以上にグラウトが注入されている。

EL0m

EL-10m

EL-20m

EL-30m

EL-40m

EL-50m

EL-60m

EL-70m

EL-80m

EL0m

EL-10m

EL-20m

EL-30m

EL-40m

EL-50m

取水路

50m0

50m0

グラウト注入目標範囲

位置図

取水路 縦断面図

補機冷却水取水路 縦断面図

取水路におけるグラウトの注入

・切羽面にグラウト注入孔を削孔し，注入孔は1回の注入
あたり，150孔設けた。

・削孔範囲は取水路径の3倍程度とし，30ｍとした。
・注入孔から3.0～3.5MPaの注入圧でグラウトを注入した。
・取水路においては立坑部，水平坑部合わせて9回の注入
を実施した。

340

EL0m

EL-10m

EL-20m

EL-30m

EL-40m

EL-50m

補機冷却水取水路

EL-60m

EL-70m

EL-80m

50m0

取水路 縦断面図（注入孔を加筆）

切羽面

上半

下半

取水路 横断面図（注入孔を加筆）

5m0

約
3
0
ｍ

補機冷却水取水路
約30ｍ

グラウト影響範囲

約16ｍ

注入孔

注入孔

2.1-2-2

第849回審査会合 机上配布資料1 
P.2.1-2-2 再掲



2.2-1-1

補足資料２．２－１

破砕部周辺の岩石名についての2017.3.10審査会合前後
における対応関係



破砕部周辺の岩石名についての2017.3.10審査会合前後における対応関係

2016.6.10審査会合時

凝灰質な細粒部 ・帯状を呈する火山砕屑岩中において，
主として凝灰質な細粒分が集中して分
布する部分をいう。

・しばしば塑性流動状の組織・構造を示
す。赤褐色等を呈する固結した細粒岩
相で，線状ないし帯状に分布する。

帯状を呈する火山砕屑岩 ・中新統の別所岳安山岩類中において，
平面的または断面的に見て帯状に分
布している凝灰角礫岩や火山礫凝灰
岩等をいう。

・周辺岩盤との境界は，凹凸に富んでい
ることが多く，不明瞭（漸移的）な箇所
もある。周辺岩盤に比較し，礫径が小
さいこと，基質の比率が大きいこと等
から識別される。帯状を呈する火山砕
屑岩中の礫と基質は別所岳安山岩類
の岩石に由来する。しばしば塑性流動
状の組織・構造を示す。周辺の別所岳
安山岩類と同様に岩石化しており，固
結した角礫岩の様相を呈する。

2017.3.10審査会合以降

細粒凝灰岩 ・火山砕屑岩のうち，構成粒子の粒径が2mmより小
さく，細粒分が卓越するもの。

・目視観察により変形構造は認められない。
（補足資料2.2-1 P.2.2-1-3 例１，例２）

固結した
粘土・砂状破砕部

・目視観察により主せん断面と関連していると考えら
れる変形構造（塑性流動状の構造や礫の配列等）
が認められる。（補足資料2.2-1 P.2.2-1-4 例１）

・目視観察による主せん断面直近のせん断構造は
不明瞭であるが，その周辺を観察した結果，主せ
ん断面と関連すると考えられる変形構造（塑性流
動状の構造や礫の配列等）が認められる。（補足資
料2.2-1 P.2.2-1-4 例２）

上記のような変形構造が認められる場合に，断層運
動に伴うせん断変形が想定され，このような構造の
箇所を破砕部としている。

凝灰角礫岩
または
火山礫凝灰
岩

・細粒マトリックスをもつ火山砕屑岩のうち，礫の粒
径が64mmより大きいもの（凝灰角礫岩）

・細粒マトリックスをもつ火山砕屑岩のうち，礫の粒
径が2～64mmのもの（火山礫凝灰岩）

・目視観察により変形構造は認められない。（補足資
料2.2-1 P.2.2-1-5 例１）

固結した
角礫状破砕部

・目視観察により主せん断面と関連していると考えら
れる変形構造（塑性流動状の構造や礫の配列等）
が認められる。（補足資料2.2-1 P.2.2-1-5 例２）

上記のような変形構造が認められる場合に、断層運
動に伴うせん断変形が想定され，このような構造の
箇所を破砕部としている。

・2016年6月10日審査会合時は，分布形態と岩相から当サイト固有の名称を使用していたが，2017年3月10日審査会合以降，目視観察において主せん断面と
関連していると考えられる変形構造（塑性流動状の構造や礫の配列等）を断層運動に伴うせん断変形によるものと判断し，このような変形構造が認められる
箇所を「破砕部」と記載している。

・凝灰質な細粒部または帯状を呈する火山砕屑岩としていた箇所には，変形構造の有無により，破砕部である箇所と破砕部ではない箇所に区分される。

■2017年3月10日審査会合前後における破砕部周辺の岩石名の関係について，整理した結果を以下に示す。

2.2-1-2

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.2-1-2 一部修正



細粒凝灰岩の例

例１ 例２

・壁面に細粒凝灰岩が屈曲して分布している。
・せん断面は存在せず，内部及びその周辺にもせん断に伴う塑性流動状の構造や礫の配列は認
められない。

・2016年6月10日審査会合時はこのような細粒凝灰岩も凝灰質な細粒部としていた。

・波蝕台に細粒凝灰岩が屈曲して分布している。
・せん断面は存在せず，内部及びその周辺にもせん断に伴う塑性
流動状の構造や礫の配列は認められない。

・2016年6月10日審査会合時はこのような細粒凝灰岩も凝灰質な
細粒部としていた。

Ｓ－７ 取水槽付近トレンチ 東壁面写真

細粒凝灰岩

サイトから約4ｋｍ北方の海岸部写真（遠景）

サイトから約4ｋｍ北方の海岸部写真（近景）

細粒凝灰岩

5cm

2.2-1-3

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.2-1-3 再掲



固結した粘土・砂状破砕部の例

2.2-1-4

例１
目視観察により主せん断面と関連していると考えられる変形構造が認められるも
の

例２
目視観察による主せん断面直近のせん断構造は不明瞭であるが，その周辺を観
察した結果，主せん断面と関連すると考えられる変形構造が認められるもの

・細粒凝灰岩中には主せん断面と関連していると考えられる変形構造（塑性流動
状の構造や礫の配列）が認められる。

・この変形構造が認められる範囲を破砕部とした。

・細粒凝灰岩中には主せん断面直近のせん断構造は不明瞭であるが，その周辺
には主せん断面と関連していると考えられる変形構造（礫の配列）が認められる。

・この変形構造が認められる範囲を破砕部とした。

16.1 16.2 16.3 16.4 16.5 16.6 16.7

（m）

コア写真（O-17孔）

41.5 41.6 41.7 41.8 41.9 42.0 42.1
（m）

コア写真（O-17.3孔）

16.1 16.2 16.3 16.4 16.5 16.6 16.7

（m）
① ③-1

コア写真（O-17孔 解釈線あり）

41.5 41.6 41.7 41.8 41.9 42.0 42.1
（m）

①
③-1③-2

③-1

コア写真（O-17.3孔 解釈線あり）

破砕部
① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部

破砕部
① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部主せん断面

主せん断面の構造に調和的な変形構造が認められる

主せん断面

主せん断面の構造に調和的な方向に礫が配列

第788回審査会合 机上配布資料1 
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2016.6.10審査会合時 2017.3.10審査会合以降

－

・火山礫凝灰岩中には、主せん断面と関連していると考えられる変形構造（塑性流
動状の構造や礫の配列）が認められる。

・この変形構造が認められる範囲を固結した破砕部としている（図中黄色）。
・2016年6月10日審査会合時は変形構造の有無に関わらずこのような火山礫凝灰
岩を帯状を呈する火山砕屑岩としていた。

固結した角礫状破砕部の例

凝灰角礫岩

火山礫凝灰岩

固結した破砕部

0 1m

海岸部 K-2断層付近写真

0 1m

海岸部 K-2断層付近スケッチ

帯状を呈する火山砕屑岩

凝灰角礫岩 0 1m

海岸部 K-2断層付近スケッチ

0 1m

海岸部 K-2断層付近写真（解釈あり）

例２ 主せん断面に調和的な変形構造が認められる

例１ 主せん断面に調和的な変形構造は認められない

2.2-1-5

主せん断面

第788回審査会合 机上配布資料1 
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2.2-2-1

補足資料２．２－２

固結した破砕部と岩盤の針貫入試験結果



×

×

×

×

固結した破砕部と岩盤の針貫入試験結果

2.2-2-2

■固結した破砕部の固結度を確認するため，固結した破砕部と母岩の3岩種ついて，針貫入試験を行った結果を以下に示す。

Ｋ－７

Ｋ－６

⑪

⑧

⑱⑲⑳

⑮⑯⑰

㉑㉒㉓

㉔㉕ ㉖

調査位置図

⑦

⑨

⑩

⑫

測点番号 針貫入勾配
(N/mm)

測点番号 針貫入勾配
(N/mm)

① 38 ⑰ 71

② 36 ⑱ 45

③ 50 ⑲ 50

④ 38 ⑳ 42

⑤ 42 ㉑ 71

⑥ 42 ㉒ 50

⑦ 56 ㉓ 45

⑧ 56 ㉔ 63

⑨ 71 ㉕ 56

⑩ 45 ㉖ 33

⑪ 45 ㉗ 56

⑫ 63 ㉘ 50

⑬ 63 ㉙ 71

⑭ 63 ㉚ 63

⑮ 45 ㉛ 56

⑯ 31 ㉜ 56

平均値 52N/mm

測点番号 針貫入勾配(N/mm)

㉝ 42

㉞ 50

平均値 46N/mm

測点番号 針貫入勾配(N/mm)

㉟ 63

㊱ 63

平均値 63N/mm

測点番号 針貫入勾配(N/mm)

㊲ 100（以上）

㊳ 100（以上）

平均値 100（以上）N/mm

固結した破砕部の針貫入試験結果

母岩の針貫入試験結果

凝灰角礫岩 安山岩（角礫質） 安山岩（均質）

【針貫入試験の測定方法】
・固結した破砕部及び母岩に針を貫入し，その貫入長さと貫入荷重を測定して，その関係から針貫入勾配を求める試験である。
・試験にあたり，各測定番号に対して5点の計測を行い，その平均値をその測点番号の針貫入勾配値※とした。
・なお，測定は，できるだけ平滑な箇所で，固結した破砕部の幅を概ね等間隔で横断するように行い，基質を対象に実施した。

※貫入深さ1mm未満で貫入荷重100Nに達した計測値は針貫入勾配を100N/mmとして算出

・固結した破砕部は，母岩である凝灰角礫岩や安山岩（角礫質）と同程度の硬さを有している。

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

針
貫

入
勾

配
(N

/
m

m
)

測点番号

各測点位置における破砕部と母岩の針貫入勾配の比較

第788回審査会合 机上配布資料1 
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2.3-1-1

補足資料２．３－１

破砕部の幅と長さの関係



0

50

100

150

200

0 1 10 100

長
さ

（
ｍ

）

幅※3（cm）

長さ50m以上の破砕部は，
幅が3cm以上

3cm

50m

：長さが基礎掘削面外に延長しているものは上矢印を記載

1号機基礎掘削面

③⑥⑧

⑩⑪⑫

①②⑦
④

⑨

⑤

⑬

⑭⑮

⑯

⑰

⑱

①

②

③

④⑤
⑥

⑦

⑧

⑨

⑩⑪⑫＊

⑬

⑯

⑮⑭

⑰

⑱

■本サイトの断層の特性を把握し連続性の検討対象とする破砕部の抽出を行うために，試掘坑で確認した破砕部（幅のデータ）と基礎掘削面で確認した破砕部（長さのデータ）を対応させ，破
砕部の幅と長さを検討した（各詳細データについては，次頁以降参照）。検討にあたっては，破砕部の幅が0cmのものも含めて検討し，破砕部の小さいものが，破砕部の大きいものを規制し
ていないか確認した。

■破砕部の幅と長さの関係が明らかとなった全18データを用いて，長さ50m以上（長さ50m未満の破砕部に分布を規制されていないことを確認）の破砕部の幅を確認した。

・破砕部の長さが長いほど幅が厚い傾向があり，長さ50m以上の破砕部は幅が3cm以上である。

⑬

⑰

2号機基礎掘削面

○番号：試掘坑と基礎掘削面で対応が確認できた破砕部 （右のグラフと共通番号）
赤字は長さ50m以上のもの
青字は長さ50m未満のもの
＊： ⑩～⑫は破砕部の幅が0cmで，破砕部が認められる⑰とは建設時スケッチ

上でも区分されていることから，⑰とは別に個別で評価する。

※3 ：幅は最大値

※1

※2 ※1：スケッチ時の記載用語。「粘土状破砕部」に対応する。
※2：スケッチ時の記載用語。「固結した粘土・砂状破砕部」に対応する。

検討対象とする破砕部の抽出

・よって，破砕部の連続性の検討においては，破砕部の幅3cm以上のものを対象とする。

S-4 S-4

S-5

S-9

S-1

B-1

S-5

2.3-1-2
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各データ 全体位置図

1号機基礎掘削面

①

②

③

④⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩⑪⑫

⑬

⑯

⑮⑭

⑰

⑱⑬

⑰

2号機基礎掘削面

○番号：試掘坑と基礎掘削面で対応が確認できた破砕部
赤字は長さ50m以上のもの
青字は長さ50m未満のもの

※1

※2

※1 スケッチ時の記載用語。「粘土状破砕部」
に対応する。

※2 スケッチ時の記載用語。「固結した粘土・
砂状破砕部」に対応する。

S-4
S-4

S-5

S-9

S-1

B-1

S-5

2.3-1-3
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試掘坑調査結果（2号炉試掘坑A） 基礎掘削面調査結果（2号機）

②

④

⑤

⑥

①

③

⑦

②4m

④⑤
10m

⑥4m

①3m

③3m

試
掘

坑
Ａ

(m)

左展開図範囲
0 20m

基礎掘削面スケッチ（2号機）

番号 破砕部の幅 備考
① 0.2cm

記事欄に記載の黄白色などの粘土は，スケッチ時の記
載用語。「粘土状破砕部」に対応する。なお，周辺には
固結した粘土・砂状破砕部に対応する記載はない。

② 0.2cm
③ 0cm
④ 0.5cm
⑤ 0.4cm
⑥ 0cm
⑦ 0.2cm

番号 破砕部の長さ 備考
① 3m

基礎掘削面スケッチ上の長さ

② 4m
③ 3m
④ 10m
⑤ 10m
⑥ 4m
⑦ 4m

⑦4m

20

40

試掘坑展開図

各データ（長さ50m未満のもの：①～⑦）

2.3-1-4
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⑧

試掘坑調査結果
（2号炉試掘坑A）

基礎掘削面調査結果
（2号機）

試
掘

坑
Ａ

左展開図範囲
0 20m

基礎掘削面スケッチ（2号機）

番号 破砕部の幅 備考

⑧ 0cm
記事欄に粘土状破砕部や固結した粘土・砂状破砕部
に対応する記載はない。

番号 破砕部の長さ 備考

⑧ 3m以上 基礎掘削面スケッチ上の長さ

40

⑧3m以上

(m)

試掘坑展開図

50

各データ（長さ50m未満のもの：⑧）

2.3-1-5

第849回審査会合 机上配布資料1 
P.2.3-1-5 再掲



⑨

試掘坑調査結果
（2号炉試掘坑A）

基礎掘削面調査結果
（1号機）

番号 破砕部の幅 備考

⑨ 0.5cm
記事欄に記載の黄白色粘土は，スケッチ時の記載用
語。「粘土状破砕部」に対応する。なお，周辺には固結
した粘土・砂状破砕部に対応する記載はない。

番号 破砕部の長さ 備考

⑨ 32m 基礎掘削面スケッチ上の長さ

⑨32ｍ

(m)

0 20m

試
掘

坑
Ａ

左展開図範囲

基礎掘削面スケッチ（1号機）試掘坑展開図

60

70

各データ（長さ50m未満のもの：⑨）

2.3-1-6
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⑩
⑪
⑫

試掘坑調査結果
（2号炉試掘坑E）

基礎掘削面調査結果
（2号機）

基礎掘削面スケッチ（2号機）

番号 破砕部の幅 備考
⑩ 0cm

記事欄に粘土状破砕部や固結した粘土・砂状破砕部
に対応する記載はない。

⑪ 0cm
⑫ 0cm

番号 破砕部の長さ 備考
⑩ 17m

基礎掘削面スケッチ上の長さ⑪ 17m
⑫ 17m

試掘坑展開図

左展開図範囲

⑩，⑪，⑫
17m

試掘坑Ｅ

(m)

0 20m

4050

各データ（長さ50m未満のもの：⑩～⑫）

2.3-1-7
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試掘坑Ｆ

(m
)

160m
1号機基礎掘削面で確
認した端部までの長さ

基礎掘削面スケッチ（2号機）

020

スケッチ

写真a範囲

写真b範囲

写真a

写真b

①③-1

【スケッチの記事】

①岩片混じりの粘土※１。
厚さ0.5～10cm。 赤褐色ないし黄褐色を
呈する。走向傾斜はN45°E/66°NW

③-1凝灰質な細粒部※２。
硬さは中硬質。赤褐色を呈する。粘土
（①）に沿って部分的に認められる。厚さ1
～3cm。
表面に鏡肌・条線が認められる。

試掘坑調査結果
（2号炉試掘坑Ｆ 5～7m付近）（東側側壁）

※１ スケッチ時の記載用語。「粘土状破砕部」に対応する。
※２ スケッチ時の記載用語。「固結した粘土・砂状破砕部」に対応する。

この事例における破砕部の幅は13cm（①＋③-1）である。

試掘坑F
5～7m付近

この事例における破砕部の長さは160mである。

基礎掘削面調査結果
（2号機）

安山岩
（角礫質）

安山岩
（角礫質）

各データ（長さ50m以上のもの：⑬S-4)

2.3-1-8
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試掘坑A

(m
)

147m以上

基礎掘削面スケッチ（1号機）

2040

スケッチ

写真

①
③-1

【スケッチの記事】

①岩片混じりの粘土※１。
厚さ0.1～3cm。 赤褐色ないし黄褐色を呈
する。走向傾斜はN45°W/73°NE

③-1凝灰質な細粒部※２。
硬さは中硬質。赤褐色を呈する。粘土
（①）に沿って認められる。厚さ1～2cm。
表面に鏡肌が認められる。

試掘坑調査結果
（1号炉試掘坑A 32m付近）（西側側壁）

※１ スケッチ時の記載用語。「粘土状破砕部」に対応する。
※２ スケッチ時の記載用語。「固結した粘土・砂状破砕部」に対応する。

試掘坑A

32m付近

基礎掘削面調査結果
（1号機）

安山岩
（角礫質）

安山岩
（角礫質）

この事例における破砕部の幅は5cm（①＋③-1）である。 この事例における破砕部の長さは147m以上である。

各データ（長さ50m以上のもの：⑭S-1）

2.3-1-9
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試
掘

坑
C

(m
)

147m以上

基礎掘削面スケッチ（1号機）

6
0

8
0

試掘坑調査結果
（1号炉試掘坑C 68～70m付近）（北側側壁）

※１ スケッチ時の記載用語。「粘土状破砕部」に対応する。
※２ スケッチ時の記載用語。「固結した粘土・砂状破砕部」に対応する。

試掘坑C

68～70m付近

基礎掘削面調査結果
（1号機）

【スケッチの記事】

①岩片混じりの粘土※１。
厚さ0.1～3cm。 赤褐色ないし黄褐色を呈する。走向傾斜はN70°W/80°NE。

③-1凝灰質な細粒部※２。
硬さは中硬質。赤褐色を呈する。粘土（①）に沿って認められる。厚さ1～2cm。
表面に鏡肌・条線が認められる。

写真

スケッチ

①③-1

安山岩
（角礫質）安山岩

（角礫質）

この事例における破砕部の幅は5cm（①＋③-1）である。 この事例における破砕部の長さは147m以上である。

各データ（長さ50m以上のもの：⑮S-1）
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(m
)

68m以上

基礎掘削面スケッチ（1号機）

6
0

8
0

試掘坑調査結果
（1号炉試掘坑C 72～73m付近）（南側側壁）

※１ スケッチ時の記載用語。「粘土状破砕部」に対応する。
※２ スケッチ時の記載用語。「固結した粘土・砂状破砕部」に対応する。

試掘坑C

72～73m付近

基礎掘削面調査結果
（1号機）

【スケッチの記事】

①岩片混じりの粘土※１。
厚さ0.5～2cm。 赤褐色を呈する。走向傾斜はN58°E/50°NW。

③-1凝灰質な細粒部※２。
硬さは中硬質。赤褐色を呈する。粘土（①）に沿って認められる。厚さ1～10cm。
表面に鏡肌・条線が認められる。

写真

スケッチ

①

③-1

安山岩
（角礫質）

安山岩
（角礫質）

試
掘

坑
C

この事例における破砕部の幅は12cm（①＋③-1）である。 この事例における破砕部の長さは68m以上である。

各データ（長さ50m以上のもの：⑯S-9）
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試験坑d

(m
)

70m

基礎掘削面スケッチ（1号機）

試掘坑調査結果
（1号炉試験坑d）（切羽）

※１ スケッチ時の記載用語。「粘土状破砕部」に対応する。なお，周辺には固結した粘土・砂状破砕部に対応する記
載はない。

試験坑d

切羽

基礎掘削面調査結果
（1号機）

【スケッチの記事】

①岩片混じりの粘土※１。
厚さ0.1～3cm。 赤褐色ないし黄褐色を呈する。走向傾斜はN15°E/88°NW。

写真 スケッチ

①

凝灰角礫岩

凝灰角礫岩

この事例における破砕部の幅は3cm（①）である。 この事例における破砕部の長さは70mである。

各データ（長さ50m以上のもの：⑰S-5）

2.3-1-12
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岩盤調査坑

(m
)

81m以上

基礎掘削面スケッチ（1号機）

岩盤調査坑調査結果 基礎掘削面調査結果
（1号機）

岩盤調査坑写真（全景写真）

NE→←SW
左全景写真
撮影方向

←SW NE→ ←SW NE→

No.7付近底盤写真（破砕部加筆）No.7付近底盤写真

10cm10cm

①
③-1

【破砕部の性状】

①粘土状破砕部。
厚さはフィルム状～0.5cm。
褐色～赤褐色を呈する。
走向傾斜はN30～75°W/78°NE～80°SW。

③-1固結した粘土・砂状破砕部。
硬さは中硬質。赤褐色を呈する。①に沿って
部分的に認められる。厚さ0～10cm。

下記写真箇所

この事例における破砕部の幅は10cm （①＋③-1）である。 この事例における破砕部の長さは81m以上である。

各データ（長さ50m以上のもの：⑱B-1）

2.3-1-13
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余白



2.3-2-1

補足資料２．３－２

断層の抽出結果（陸域）



陸域の破砕部の抽出（長さ50m以上の破砕部）
■陸域で長さ50m以上の破砕部を確認した位置（下図赤色部）について，以下に示す。

試掘坑・試験坑・斜坑

凡 例

基礎掘削面（１・２号機建設時
の掘削範囲）

露頭調査範囲

• 調査の結果，長さ50m以上の破砕部が10条確認された。
• これらの破砕部は長さ50m未満の破砕部に分布を規制されて

いない（詳細は，補足資料2.3-1）。

長さ50m以上の破砕部

(陸域 EL-4.7m)
（海岸部 地表面）

（各スケッチは，補足資料2.1-1(1)(2)）

2.3-2-2

２号機 １号機

第453回審査会合 資料1
P.18 一部修正

位置図



陸域の破砕部の抽出（最大幅3cm以上の破砕部①）
■最大幅3cm以上の破砕部を確認した位置（下図赤色部）について，以下に示す。

（本頁は第453回審査会合時点での検討結果を示している。各断層端部の調査結果は，補足資料2.3-4。）

表土はぎ

斜めボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔

トレンチ

試掘坑・試験坑・斜坑

凡 例

水平ボーリング孔

基礎掘削面（１・２号機建設時
の掘削範囲）

• 調査の結果，幅が3cm以上の破砕部が72箇所確認された。
• その他，S-1の連続性を確認するため，敷地の南東端で実施した追

跡ボーリングにおいて，S-1以外の幅が3cm以上の破砕部が12箇所
確認された。

赤色部が最大幅3cm以上の破砕部
を確認した位置

２号機 １号機

L-12.2

M-12.5 N-13'

N-13
N-13.5’

N-14

N-14.5

O-14.5

O-16

L-12.5

K-11

K-10

J-9

J-9’’
J-9’

T-1～T-4

X-4

I-9

X-2

V-2

I-8

R-7

M-12.5''

M-12.5'

F
-
8
.5

E
-
8
.5

E
-
8
.6

E
-
8
.7

M-5

H-7
G-7

R-6 K-6

K-5

E-8

R-5

R-4.5

I-5

SC-5

J-7

2V-2

N
o
.3

2U-4
G-9F-9’

R-9

No.4

F-7

M-14’

M-14 M-13’
L-14’

L-13.7

L-13.5

G-5

2.3-2-3

露頭調査範囲

（各スケッチは，補足資料2.1-1(1)(2)）

第453回審査会合 資料1
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ボーリング調査で確認した幅3cm以上の破砕部
（1/2）

ボーリング調査で確認した幅3cm以上の破砕部
（2/2）

陸域の破砕部の抽出（最大幅3cm以上の破砕部②）

S-1の連続性追跡ボーリングで確認した
S-1以外の幅3cm以上の破砕部※2

※2：いずれの破砕部も，S-1に対応するものではなく，隣接するボーリン
グ孔や露頭により深部または浅部では認められず，連続性がない
ことを確認している（詳細は，補足資料2.3-2 P.2.3-2-18～58参照）。

孔名
確認深度

（m）
破砕部の幅

(cm）
備考

R-7 153.35 17 

S-1
に対応

Sd-2 62.71 11 

I-8 49.73 14 

V-2 119.55 13 

I-9 214.83 10 

X-2 37.38 14 

X-4 143.95 19 

J-9 58.65 8 

J-9' 28.67 8 

J-9'' 29.33 16 

T-1 3.34 25 

T-2 2.85 22 

T-3 2.55 6 

T-4 2.00 4 

K-10 16.95 8 

K-11 110.53 15 

L-12.2 41.93 27 

L-12.5 174.18 9 

M-12.5 63.43 8 

M-12.5' 51.65 10 

M-12.5'' 50.00 8 

N-13 11.10 18 

N-13' 23.39 26 

N-13.5' 10.90 23 

N-14 30.97 12 

N-14.5 21.31 11 

O-14.5 26.93 8 

O-16 20.36 18 

O-17 16.28 22 

O-17.3 41.82 16 

O-17.5 25.29 6 

孔名
確認深度

（m）
破砕部の幅

(cm）
備考

M-5 51.75 17 

S-2・S-6
に対応

L-6' 13.82 33 

K-5 94.44 39 

K-6 39.17 54 

I-5 126.15 15

R-4.5 184.44 4 

R-5 155.50 14 

SC-1 36.27 16 

SE-2 52.18 43 

H-7 20.59 20 

R-6 90.90 26 

SC-4 63.65 19 

R-7 28.23 39 

G-7 53.85 24 

F-8.5 8.93 29 

E-8.5 14.40 18

E-8 38.05 14 

E-8.6 11.70 55 

E-8.7 10.09 56 

I-8 38.10 4 

S-4
に対応

R-7 112.30 3 

No.3 25.35 16 

2V-2 46.40 8 

R-9 19.33 20 

2U-4 39.45 8 

G-9 59.44 16 

No.4 10.85 8 

F-9' 107.63 4 

I-5 112.19 25 

S-7
に対応

R-5 47.85 3

R-4.5 84.20 3

G-5 29.68 3

G-7 51.65 18 S-8
に対応F-7 24.50 13

J-7 13.51 19 S-9
に対応SC-5 10.39 12 

R-4.5 55.50 7 b-1に対応※1

R-4.5 137.24 18 b-2に対応※1

R-4.5 144.80 9 b-3に対応※1

2V-2 191.45 4 b-4に対応※1

孔名
確認深度

（m）
破砕部の幅

(cm）
備考

M-14' 181.96 14 b-5に対応

M-14 361.69 18 b-6に対応

L-13.5 293.88 4 b-7に対応

L-13.7 314.62 9 b-8に対応

M-13' 105.82 4 b-9に対応

L-13.7 93.15 9 
b-10に対応

L-14' 86.71 16 

L-13.5 159.03 4 

b-11に対応L-13.7 161.27 15 

L-14' 152.45 6 

L-14' 158.21 11 b-12に対応

M-14' 88.59 16 b-13に対応

■前頁に示した最大幅3cm以上の破砕部を確認したリストについて，以下に示す。

次頁に写真を事例として示したもの

※1：地下深部のボーリング調査のみで確認されたもの。ただし，その浅部延長
の基礎掘削面では認められず，連続性がないことを確認している（詳細は，
補足資料2.3-2 P.2.3-2-7～17参照）。

2.3-2-4
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コア写真

63.1 63.2 63.3 63.4 63.5 63.6 63.7
（m）

③-2①③-1 ③-1 破砕部

■抽出した破砕部の事例を以下に示す（全72データは，補足資料2.4-1(1)）。なお，幅の算出にあたっては，面の傾斜角を考慮し，直交方向の幅に補正して示した。

破砕部の抽出（事例）

【破砕部の分類】
① 粘土状破砕部
③-1 固結した粘土・砂状破砕部
③-2 固結した角礫状破砕部

スケッチ

コア写真

スケッチ

63.1 63.2 63.3 63.4 63.5 63.6 63.7

破砕部

（m）
14.1 14.2 14.3 14.4 14.5 14.6 14.7 （m）

破砕部

スケッチ

コア写真

スケッチ

コア写真

10.1 10.2 10.3 10.4 10.5 10.6 10.7

破砕部

（m）
10.6 10.7 10.8 10.9 11.0

（m）

破砕部

M-12.5孔（深度63.1～63.7m） 破砕部の幅8cm E-8.5孔（深度14.1～14.7m） 破砕部の幅18cm

SC-5孔（深度10.1～10.7m） 破砕部の幅12cm （1号機建設時に採取）No.4孔（深度10.6～11.0m） 破砕部の幅8cm （ 2号機建設時に採取）

③-2①③-1 ③-1

14.1 14.2 14.3 14.4 14.5 14.6 14.7（m）

③-1③-2 ① ③-2③-1①

③-2 ③-1① ③-2③-1①

破砕部

（m）
10.1 10.2 10.3 10.4 10.5 10.6 10.7

③-2①③-2

③-2①③-2

③-1

破砕部

③-1
10.6 10.7 10.8 10.9 11.0

（m）

①③-2 ③-1③-1
破砕部

①③-2 ③-1③-1

2.3-2-5
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２号機 １号機

S
-
2
・
S
-
6

N
o
.3

ト
レ

ン
チ

断層名 断層長さ
一般走向
（真北）

傾斜

S-1 780m N60°W 80～70°NE※１

S-2・S-6 550m以上 N11°E 60°NW※２

S-4 160m N29°E 66°NW※３

S-5 70m N4°E 70°SE※４

S-7 145m以上 N41°W 60°SW※４

S-8 120m以上 N28°W 58°SW※２

S-9 85m N35°E 50°NW※３

B-1 100m N49°W 86°NE※５

B-2 50m N12°E 60°NW※５

B-3 60m N42°W 82°NE※５

表土はぎ

斜めボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔

トレンチ

試掘坑・試験坑・斜坑

凡 例

水平ボーリング孔

基礎掘削面

断層

(陸域 EL-4.7m)Ｓ－○
Ｂ－○

破砕部（断層に対応するもの）

破砕部（b-1～b-4）

陸域の破砕部の連続性の検討

• 敷地（陸域）において連続性を有する破砕部（断層）として，S-1，S-2・
S-6，S-4，S-5，S-7～S-9，B-1*，B-2*，B-3が認められた。

露頭調査範囲

断層一覧表

※

（傾斜の確認位置）
※１：岩盤調査坑 ※２：トレンチ ※３：試掘坑
※４：ボーリング ※５：基礎掘削面

※

*：B-1，B-2はその分布形態からそれぞれS-1，S-2・S-6の一部とした。

2.3-2-6

■陸域において長さが50m以上の破砕部と最大幅3cm以上の破砕部について連続性の検討を行った。

・地下深部のボーリングで確認した破砕部について，その走向・傾斜を考慮し基礎掘削面レベルまで引き上げ（図中 ），同掘削面等で確認される破砕部（図中 ）との連続性を確認した。

・なお，地下深部のボーリング調査のみで確認された破砕部（図中 ）については，その浅部延長の基礎掘削面では認められず，連続性がないことを確認している（補足資料2.3-2 P.2.3-2-7～17）。

第453回審査会合 資料1
P.22 一部修正

位置図

（本頁は第453回審査会合時点での検討結果を示している。各断層端部の調査結果は，補足資料2.3-4。）



調査位置図

b-1～b-4の分布
■敷地内のボーリング調査のみで確認された幅3cm以上の破砕部（b-1～b-4）の分布を示す。

名称 孔名：深度 標高
走向/傾斜

（走向は真北）

b-1 R-4.5： 55.50m EL-44.43m N12°W/82°NE

b-2 R-4.5：137.24m EL-126.17m N60°W/67°NE

b-3 R-4.5：144.80m EL-133.73m N31°E/57°NW

b-4 2V-2：191.45m EL-178.17m N21°E/73°SE

ボーリング調査のみで確認された幅3cm以上の破砕部

R-R’断面図

←W E→
標高(m)

100

50

0

-50

-100

-150

-200

２号原子炉建屋２号タービン建屋

破砕部確認位置（b-1～b-4）

b-4

破砕部確認位置（b-1～b-4以外）

b-1～b-4を確認したボーリング

露頭調査範囲

EL-4.7mでのb-1～b-4位置
（点線はその延長）

b-1

b-2
b-3

2V-2

R-4.5
（投影）

2.3-2-7
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b-1～b-4の連続性検討
■ 敷地内のボーリング調査のみで確認された破砕部（b-1～b-4）についての連続性の検討結果を以下に示す。検討にあたっては，基礎掘削面及び隣接孔による深部及び浅部への連続性に

ついて確認した。

名称 孔名
深度
（m）

破砕部の幅
（cm）

走向・傾斜
（走向は真北）

検討結果

深部への連続性 浅部への連続性

b-1 R-4.5 55.50 7 N12°W/82°NE － ・基礎掘削面で認められない。

b-2 R-4.5 137.24 18 N60°W/67°NE －
・基礎掘削面で認められない。
・I-5孔で認められない。
・防潮堤基礎部で認められない。

b-3 R-4.5 144.80 9 N31°E/57°NW － ・基礎掘削面で認められない。

b-4 2V-2 191.45 4 N21°E/73°SE ・R-9孔で認められない。 ・R-8孔，基礎掘削面で認められない。

• b-1～b-4のいずれの破砕部も，隣接するボーリング孔や露頭で，深部または浅部方向で認められず，連続性がないことを確認。

2.3-2-8
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EL-16.6m

EL-16.2m

確認箇所A（２号機基礎掘削面）

b-1
延長位置（EL-16.6mに深度補正済）

0 20m

確認箇所B（１号機基礎掘削面）

0 20m

EL-13.5m

b-1
延長位置（EL11.0mに深度補正済） EL11.0m

EL7.0m

EL2.0m

b-1の連続性 確認箇所A・B
■ボーリング調査のみで確認されたb-1～b-4について，深部及び浅部への連続性を検討。

【b-1の浅部】
１号機基礎掘削面には
b-1に対応する破砕部
は認められない。

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-1 R-4.5： 55.50m EL-44.43m 7 N12°W/82°NE

【b-1の浅部】
２号機基礎掘削面には
b-1に対応する破砕部
は認められない。

• b-1は，R-4.5孔の深度55.50mのみで認められ，浅部方向の基礎掘削面では
認められないことから，浅部方向へ連続しないと判断。

調査位置図

2.3-2-9
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EL-16.2m

確認箇所B（１号機基礎掘削面）

0 20m

EL-13.5m

EL11.0m

EL7.0m

EL2.0m

b-2
延長位置(EL11.0mに深度補正済）

b-2の連続性 確認箇所B・C・D

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-2 R-4.5：137.24m EL-126.17m 18 N60°W/67°NE

調査位置図

【b-2の浅部】
１号機基礎掘削面には
b-2に対応する破砕部
は認められない。

74m

b-2延長線

①－①’ 断面図

（確認箇所C）

【b-2の深部】
I-5孔にはb-2に対応する
破砕部は認められない。

• b-2は，R-4.5孔の深度137.24mのみで認められ，浅部方向の基礎掘削面，ボーリング孔
及び防潮堤基礎部では認められないことから，浅部方向へ連続しないと判断。

【b-2の浅部】
防潮堤基礎部にはb-2に
対応する破砕部は認めら
れない。

2.3-2-10
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確認箇所C（コア写真：深度65～80m）

深度（m）深度（m）

b-2の連続性 浅部延長（確認箇所C：I-5孔）

・b-2の浅部延長に位置するI-5孔には，b-2に対応する破砕部は認められない。

←b-2想定延長位置
（74ｍ付近）

2.3-2-11
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凡 例

埋土

節理

暗褐色土壌

明褐色土壌

赤褐色土壌

礫層③（安山岩の亜円～角礫を含み，基質は黄褐色～明褐色シルトでやや土壌化）

礫層②（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色～黄白色シルト～粘土でギブサイトを多く含む）

礫層①（安山岩の円～亜角礫を含み，基質は黄褐色砂質シルトで全体に固結）

岩盤

確認箇所D（防潮堤基礎掘削西面）

EL13m

EL11m

EL 9m

25ＢＬ 26ＢＬ 27ＢＬ

0 10m

24ＢＬ

b-2
延長位置(深度補正済）

N→←S

b-2の連続性 浅部延長（確認箇所D：防潮堤基礎部）

・b-2の浅部延長に位置する防潮堤基礎部には，b-2に対応する破砕部は認められない。
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EL-16.2m

確認箇所B（１号機基礎掘削面）

0 20m

b-3
延長位置(EL-16.2mに深度補正済）

EL-13.5m

EL11.0m

EL7.0m

EL2.0m

b-3の連続性 確認箇所B

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-3 R-4.5 EL-133.73m 9 N31°E/57°NW

調査位置図

• b-3は，R-4.5孔の深度144.80mのみで認められ，浅部方向の基礎掘削面では
認められないことから，浅部方向へ連続しないと判断。

【b-3の浅部】
１号機基礎掘削面には
b-3に対応する破砕部
は認められない。
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b-4の連続性 確認箇所E・F・G

R-R’断面図

←W E→
標高(m)

100

50

0

-50

-100

-150

-200

２号原子炉建屋２号タービン建屋

2V-2

-250

-300

b-4確認位置 b-4を確認したボーリング

b-4が認められないボーリング（深部方向）

b-4が認められないボーリング（浅部方向）

R-8

R-9

調査位置図

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-4 2V-2 EL-178.17m 4 N21°E/73°SE

• b-4は，2V-2孔の深度191.45mのみで認められ，深部方向のボーリング孔
及び浅部方向のボーリング孔・基礎掘削面では認められないことから，深
部及び浅部方向へ連続しないと判断。

【b-4の深部】
R-9孔にはb-4に対応する
破砕部は認められない。

【b-4の浅部】
R-8孔，２号機基礎掘削面
にはb-4に対応する破砕部
は認められない。

148m

286m

b-4：N21°E/73°SE
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確認箇所E（２号機基礎掘削面）

0 20m

b-4延長位置
(EL-15.0mに深度補正済）

b-4の連続性 浅部延長（確認箇所E：２号機基礎掘削面）

調査位置図

【b-4の浅部】
２号機基礎掘削面には
b-4に対応する破砕部
は認められない。

E
L
-
7
.4

m

E
L
-
1
6
.7

m

E
L
-
1
4
.0

mE
L
-
7
.4

mE
L
-
1
0
.1

m

E
L
-
1
6
.9

m

E
L
-
1
5
.0

m

E
L
-
1
5
.0

m

断 層

・b-4の浅部延長に位置する２号機基礎掘削面には，b-4に対応する破砕部は認められない。
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b-4の連続性 浅部延長（確認箇所F：R-8孔）

・b-4の浅部延長に位置するR-8孔には，b-4に対応する破砕部は認められない。

←b-4想定延長位置
（148ｍ付近）

深度（m） 深度（m） 深度（m） 深度（m）
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b-4の連続性 深部延長（確認箇所G：R-9孔）

・b-4の深部延長に位置するR-9孔には，b-4に対応する破砕部は認められない。

深度（m） 深度（m） 深度（m） 深度（m）

←b-4想定延長位置
（286ｍ付近）
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S-1（EL28m)

給水処理
建屋

L-12.5

給水処理建屋付
近道路トレンチ

大深度ボーリング
(K-13.6)

L-13.7 L-13.5

L-12.2
駐車場

M-12.5 駐車場南
側法面

M-14

M-13’

M-14’

位置図

投影断面図（H:V=2:1）

Ｌ測線←NE SW→

1,253ｍ

←NE SW→M測線大
深

度
ボ

ー
リ

ン
グ

（
K
-
1
3
.6

）

給水処理建屋付近道
路トレンチ（地表付近）

L
-
1
3
.5

L
-
1
2
.5

L
-
1
3
.7

M
-
1
4

M
-
1
3
'

駐車場南側法面
（地表付近）

M
-
1
2
.5

赤：S-1が認められるボーリング
緑：S-1が認められないボーリング

b-13

b-5b-12

S-1の連続性追跡ボーリングで確認したS-1以外の幅3cm以上の破砕部

• S-1深部確認ボーリングで認められる12箇所の破砕部は，NW-SE走向，N-S走向，
NE-SW走向に分類され，隣接孔との連続性を検討した結果，b-5～b-13の９条に
まとめられる。

• これらの破砕部は，走向の違い及び浅部からの連続性の観点から，S-1と対応す
るものではない。

b-5～b-13の分布

名称 孔名：深度 標高 走向/傾斜（走向は真北）

b-5 M-14’：181.96m EL-139.90m N52°W/86°NE

b-6 M-14：361.69m EL-327.59m N51°W/68°NE

b-7 L-13.5：293.88m EL-258.98m N2°W/85°NE

b-8 L-13.7：314.62m EL-279.42m N20°W/65°NE

b-9 M-13’：105.82m EL-67.90m N14°E/58°NW

b-10
L-13.7：93.15m EL-57.94m N59°E/59°NW

L-14’：86.71m EL-49.23m N53°E/67°NW

b-11

L-13.5:159.03m EL-124.13m N59°E/70°NW

L-13.7：161.27m EL-126.12m N41°E/66°NW

L-14’：152.45m EL-113.36m N63°E/59°NW

b-12 L-14’：158.21m EL-119.00m N44°E/49°NW

b-13 M-14’：88.59m EL-50.41m N40°E/74°NW

■S-1の連続性追跡ボーリングで確認したS-1以外の幅3cm以上の破砕部（b-5～b-13）の分布を示す。

b-6

b-7
b-8

b-9
b-10

b-11

S-1（想定位置）

S-1

S-1
破砕部：NW-SE走向

破砕部：N-S走向

破砕部：NE-SW走向

赤：S-1が認められるボーリング
緑：S-1が認められないボーリング
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b-5～b-13の連続性検討
■ S-1の連続性追跡ボーリングで確認された破砕部（b-5～b-13）についての連続性の検討結果を以下に示す。検討にあたっては，隣接孔等による深部及び浅部への連続性について確認した。

名称 孔名
深度
（m）

破砕部の幅
（cm）

走向・傾斜
（走向は真北）

検討結果

深部への連続性 浅部への連続性

b-5
M-14’

（傾斜73°） 181.96 14 N52°W/86°NE －
・駐車場南側法面で認められない。

（S-1に切られていると判断）

b-6 M-14 361.69 18 N51°W/68°NE ・L-13.7孔，K-13.6孔で認められない。 －

b-7 L-13.5 293.88 4 N2°W/85°NE ・L-13.7孔，K-13.6孔で認められない。 ・L-14’孔で認められない。

b-8 L-13.7 314.62 9 N20°W/65°NE ・M-14孔，K-13.6孔で認められない。 ・L-13.5孔で認められない。

b-9 M-13’ 105.82 4 N14°E/58°NW
・L-12.5孔，L-13.7孔，L-14’孔，K-13.6孔で認められ

ない。
・M-14孔，M-14’孔で認められない。

b-10

L-13.7 93.15 9 N59°E/59°NW

・K-13.6孔で認められない。 ・M-13’孔で認められない。

L-14’
（傾斜77°） 86.71 16 N53°E/67°NW

b-11

L-13.5 159.03 4 N59°E/70°NW

・K-13.6孔で認められない。 ・M-12.5孔，M-13’孔，M-14孔で認められない。L-13.7 161.27 15 N41°E/66°NW

L-14’
（傾斜77°） 152.45 6 N63°E/59°NW

b-12
L-14’

（傾斜77°） 158.21 11 N44°E/49°NW ・L-12.5孔，K-13.6孔で認められない。 ・M-12.5孔，M-13’孔，M-14孔で認められない。

b-13
M-14’

（傾斜73°） 88.59 16 N40°E/74°NW ・M-13’孔，L-13.7孔，K-13.6孔で認められない。 ・N-13.5’孔で認められない。

• b-5～b-13のいずれの破砕部も，隣接するボーリング孔や露頭で，深部または浅部方向で認められず，連続性がないことを確認。
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b-5確認位置

投影断面図（H:V=2:1）

EL-300m

EL-350m

M
-
1
4
’

M
-
1
3
’

M
-
1
2
.5

←NE SW→

EL-50m

EL-100m

EL-150m

EL-200m

EL-250m

EL0m

EL-400m

M
-
1
4

２号機 １号機

M-14

投影測線

位置図

M-14'

M-13'

M-12.5

露頭調査範囲

b-5を確認したボーリング

b-5確認位置

断層(敷地内 EL-4.7m)

駐車場南側法面
（EL28ｍ)

b-5を確認したボーリング

b-5が認められない露頭

b-5～b-13の連続性検討 b-5の連続性

駐車場南側法面

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-5 M-14’：181.96m EL-139.90m 14 N52°W/86°NE

b-5が認められない露頭

b-5：N52°W/86°NE

【b-5の浅部】
駐車場南側法面にはS-1以外
に破砕部は認められない。
（S-1に切られていると判断）

b-5：N52°W/86°NE

S-1確認位置

• b-5は，M-14’孔の深度181.96mのみで認められ，浅部方向の駐車場南側法面では認められないことから，浅部方向へ連続せず，S-1に切られていると判断。

■ボーリング調査のみで確認されたb-5～b-13について，深部及び浅部への連続性を検討。
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南側法面

底盤

S-1

・駐車場南側法面にS-1以外に破砕部は認められない。

表土はぎ状況写真（北西側から撮影）

W→←E

底盤写真

W→←E

法面写真（南側法面）

S-1

S-1

S-1

b-5～b-13の連続性検討 b-5の連続性：浅部延長（駐車場南側法面）
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b-6確認位置

L
-
1
3
.7

投影断面図（H:V=2:1）

EL-300m

EL-350m

←NE SW→

EL-50m

EL-100m

EL-150m

EL-200m

EL-250m

EL0m

EL-400m

M
-
1
4

401.7m

２号機 １号機

M-14

L-13.7

投影測線

位置図

K-13.6
L-14'

L-13.5
L-12.5

L-12.2

M-13'

M-12.5

b-6：N51°W/68°NE

b-6：N51°W/68°NE

露頭調査範囲

b-6を確認したボーリング

b-6確認位置

断層(敷地内 EL-4.7m)
b-6が認められないボーリング（深部方向）

b-6を確認したボーリング

b-6が認められないボーリング（深部方向）

EL-450m

• b-6は，M-14孔の深度361.69mのみで認められ，深部方向のボーリング孔では認められないことから，深部方向へ連続しないと判断。

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-6 M-14：361.69m EL-327.59m 18 N51°W/68°NE

【b-6の深部】
L-13.7孔，K-13.6孔にはb-6
に対応する破砕部は認めら
れない。

b-5～b-13の連続性検討 b-6の連続性

465.4m

K
-
1
3
.6
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b-5～b-13の連続性検討 b-6の連続性：深部延長①（L-13.7孔）

・b-6の深部延長に位置するL-13.7孔には，b-6に対応する破砕部は認められない。

←b-6想定延長位置
（401.7ｍ付近）

コア写真（深度380～400m）

380

381

382

383

384

385

386

387

388

389

390

391

392

393

394

395

396

397

398

399 400

381

382

383

384

385

386

387

388

389

390

391

392

393

394

395

396

397

398

399

L-13.7（孔口標高35.24m，掘進長600m）
深度（m）深度（m）

コア写真（深度400～420m）

400

401

402

403

404

405

406

407

408

409

410

411

412

413

414

415

416

417

418

419 420

401

402

403

404

405

406

407

408

409

410

411

412

413

414

415

416

417

418

419

深度（m）深度（m）

2.3-2-23

第453回審査会合 机上配布資料1 
P.3-19 再掲



b-5～b-13の連続性検討 b-6の連続性：深部延長②（K-13.6孔）

・b-6の深部延長に位置するK-13.6孔には，b-6に対応する破砕部は認められない。

440

441

442

444

443

445

446

447

449

448

450

451

452

454

453

455

456

457

459

458

441

442

444

443

445

446

447

449

448

450

451

452

454

453

455

456

457

459

458

460

K-13.6（孔口標高35.22m，掘進長1,253m）

コア写真（深度440～460m）

深度（m）深度（m）

460

461

462

463

464

465

466

467

468

469

470

471

472

473

474

475

476

477

478

479

461

462

463

464

465

466

467

468

469

470

471

472

473

474

475

476

477

478

479

480

コア写真（深度460～480m）

深度（m）深度（m）

←b-6想定延長位置
（465.4ｍ付近）
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b-7確認位置

投影断面図（H:V=2:1）

２号機 １号機

M-14

L-13.7

投影測線

位置図

L-14'

L-13.5

L-12.5

L-12.2

M-13'

M-12.5

b-7：N2°W/85°NE

露頭調査範囲 b-7を確認したボーリング

b-7確認位置

断層(敷地内 EL-4.7m)
b-7が認められないボーリング（深部方向）

b-7を確認したボーリング

b-7が認められないボーリング（深部方向）

• b-7は，L-13.5孔の深度293.88mのみで認められ，深部及び浅部方向のボーリング孔では認められないことから，深部及び浅部方向へ連続しないと判断。

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-7 L-13.5：293.88m EL-258.98m 4 N2°W/85°NE L
-
1
4
’

L
-
1
3
.7

←E W→

EL-100m

EL-200m

EL-250m

EL-300m

EL-350m

EL-400m

EL0m

EL-50m

EL-150m

L
-
1
3
.5

EL-450m

b-7：N2°W/85°NE

363.8m

182.4m

【b-7の深部】
L-13.7孔，K-13.6孔にはb-7
に対応する破砕部は認めら
れない。

【b-7の浅部】
L-14’孔にはb-7に対応する
破砕部は認められない。

b-5～b-13の連続性検討 b-7の連続性

K-13.6

b-7が認められないボーリング（浅部方向） b-7が認められないボーリング（浅部方向）

493.0m

K
-
1
3
.6
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b-5～b-13の連続性検討 b-7の連続性：深部延長①（L-13.7孔）

・b-7の深部延長に位置するL-13.7孔には，b-7に対応する破砕部は認められない。

←b-7想定延長位置
（363.8ｍ付近）

コア写真（深度340～360m）

340

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359 360

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

L-13.7（孔口標高35.24m，掘進長600m）
深度（m）深度（m）

コア写真（深度360～380m）

360

361

362

363

364

365

366

367

368

369

370

371

372

373

374

375

376

377

378

379 380

361

362

363

364

365

366

367

368

369

370

371

372

373

374

375

376

377

378

379

深度（m）深度（m）
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b-5～b-13の連続性検討 b-7の連続性：深部延長②（K-13.6孔）

・b-7の深部延長に位置するK-13.6孔には，b-7に対応する破砕部は認められない。

480

481

482

483

484

485

486

487

488

489

490

491

492

493

494

495

496

497

498

499

481

482

483

484

485

486

487

488

489

490

491

492

493

494

495

496

497

498

499

500

K-13.6（孔口標高35.22m，掘進長1,253m）

コア写真（深度480～500m）

深度（m）深度（m）

500

505

コア写真（深度500～520m）

501

502

503

504

506

507

508

509

510

511

512

513

514

515

516

517

518

519

505

501

502

503

504

506

507

508

509

510

511

512

513

514

515

516

517

518

519

520

深度（m）深度（m）

←b-7想定延長位置
（493.0ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-7の連続性：浅部延長（L-14’孔）

・b-7の浅部延長に位置するL-14’孔には，b-7に対応する破砕部は認められない。

←b-7想定延長位置
（182.4ｍ付近）

深度（m）

コア写真（深度160～180m）

深度（m） L-14’（孔口標高35.08m，掘進長247m，傾斜77°）

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169 170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

161

162

163

164

165

166

167

168

169

180

深度（m）

コア写真（深度180～200m）

深度（m）

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189 190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

181

182

183

184

185

186

187

188

189

200
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b-8確認位置

投影断面図（H:V=2:1）

２号機 １号機

L-13.7

投影測線

位置図

K-13.6

L-14'

L-13.5
L-12.5

L-12.2

M-13'

M-12.5

露頭調査範囲

b-8確認位置

断層(敷地内 EL-4.7m)

• b-8は，L-13.7孔の深度314.62mのみで認められ，深部及び浅部方向のボーリング孔では認められないことから，深部及び浅部方向へ連続しないと判断。

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-8 L-13.7：314.62m EL-279.42m 9 N20°W/65°NE

b-8：N20°W/65°NE

K
-
1
3
.6

←NE SW→L
-
1
3
.5

EL-100m

EL-150m

EL-200m

EL-250m

EL-300m

EL-350m

EL0m

EL-50m

EL-400m

L
-
1
3
.7

b-8：N20°W/65°NE

353.0m

298.1m

【b-8の深部】
M-14孔，K-13.6孔にはb-8に対
応する破砕部は認められない。

【b-8の浅部】
L-13.5孔にはb-8に対応す
る破砕部は認められない。

b-5～b-13の連続性検討 b-8の連続性

M-14

b-8を確認したボーリング

b-8が認められないボーリング（深部方向）

b-8を確認したボーリング

b-8が認められないボーリング（深部方向）

b-8が認められないボーリング（浅部方向）

b-8が認められないボーリング（浅部方向）

M
-
1
4

343.9m

2.3-2-29
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b-5～b-13の連続性検討 b-8の連続性：深部延長①（M-14孔）

・b-8の深部延長に位置するM-14孔には，b-8に対応する破砕部は認められない。

M-14（孔口標高34.08m，掘進長446m）

深度（m）深度（m）

コア写真（深度320～340m）

320

321

322

323

324

325

326

327

328

329

330

331

332

333

334

335

336

337

338

339

321

322

323

324

325

326

327

328

329

330

331

332

333

334

335

336

337

338

339

340

深度（m）深度（m）

コア写真（深度340～360m）

340

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

360

←b-8想定延長位置
（343.9ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-8の連続性：深部延長②（K-13.6孔）

・b-8の深部延長に位置するK-13.6孔には，b-8に対応する破砕部は認められない。

K-13.6（孔口標高35.22m，掘進長1,253m）

360

380

361

362

363

364

365

366

367

368

369

370

371

372

373

374

375

376

377

378

379

361

362

363

364

365

366

367

368

369

370

371

372

373

374

375

376

377

378

379

深度（m）深度（m）

340

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

深度（m）深度（m）

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

360

←b-8想定延長位置
（353.0ｍ付近）

コア写真（深度340～360m） コア写真（深度360～380m）
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b-5～b-13の連続性検討 b-8の連続性：浅部延長（L-13.5孔）

・b-8の浅部延長に位置するL-13.5孔には，b-8に対応する破砕部は認められない。

L-13.5 （孔口標高34.90m，掘進長369m） 深度（m）

コア写真（深度280～300m）

深度（m）

290

291

292

293

294

295

296

297

298

280

281

282

283

284

285

286

287

288

289

299

290

291

292

293

294

295

296

297

298

281

282

283

284

285

286

287

288

289

299

300

←293.88m
「b-7」
N2°W/85°NE

←b-8想定延長位置
（298.1ｍ付近）

深度（m）

コア写真（深度300～320m）

深度（m）

310

311

312

313

314

315

316

317

318

300

301

302

303

304

305

306

307

308

309

319

310

311

312

313

314

315

316

317

318

301

302

303

304

305

306

307

308

309

319

320
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b-9確認位置

投影断面図（H:V=2:1）

２号機 １号機

M-14

L-13.7

投影測線

位置図

K-13.6

L-14'

L-13.5

L-12.5
L-12.2

M-13'

M-12.5

露頭調査範囲

b-9確認位置

断層(敷地内 EL-4.7m)

• b-9は，M-13’孔の深度105.82mのみで認められ，深部及び浅部方向のボーリング孔では認められないことから，深部及び浅部方向へ連続しないと判断。

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-9 M-13’：105.82m EL-67.90m 4 N14°E/58°NW

b-9：N14°E/58°NW

L
-
1
2
.5

M
-
1
4

M
-
1
3
’

←NW SE→

EL-100m

EL-150m

EL-200m

EL-250m

EL-300m

EL-350m

EL0m

EL-50m

EL-400m

b-5～b-13の連続性検討 b-9の連続性

b-9：N14°E/58°NW

b-9を確認したボーリング

b-9が認められないボーリング（深部方向）

b-9を確認したボーリング

b-9が認められないボーリング（深部方向）

b-9が認められないボーリング（浅部方向）

b-9が認められないボーリング（浅部方向）

L
-
1
4
’

M
-
1
4
’

L
-
1
3
.7

L-12.5_164.1m

L-13.7_127.7m

L-14'_127.4m

M-14_59.5m
M-14'_73.5m

【b-9の深部】
L-12.5孔，L-13.7孔，L-14’孔，K-
13.6孔にはb-9に対応する破砕部は
認められない。

【b-9の浅部】
M-14孔，M-14’にはb-9に
対応する破砕部は認めら
れない。

K
-
1
3
.6

K-13.6_120.5m
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b-5～b-13の連続性検討 b-9の連続性：深部延長①（K-13.6孔）

・b-9の深部延長に位置するK-13.6孔には，b-9に対応する破砕部は認められない。

K-13.6（孔口標高35.22m，掘進長1,253m）深度（m）

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

コア写真（深度100～120m）

深度（m）

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

101

102

103

104

105

106

107

108

109

120

コア写真（深度120～140m）

深度（m） 深度（m）

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129
130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

121

122

123

124

125

126

127

128

129

140

←b-9想定延長位置
（120.5ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-9の連続性：深部延長②（L-14'孔）

・b-9の深部延長に位置するL-14’孔には，b-9に対応する破砕部は認められない。

深度（m）

コア写真（深度100～120m）

深度（m）
L-14’（孔口標高35.08m，掘進長247m，傾斜77°）

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109 110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

101

102

103

104

105

106

107

108

109

120

深度（m）

コア写真（深度120～140m）

深度（m）

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129 130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

121

122

123

124

125

126

127

128

129

140

←b-9想定延長位置
（127.4ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-9の連続性：深部延長③（L-13.7孔）

・b-9の深部延長に位置するL-13.7孔には，b-9に対応する破砕部は認められない。

深度（m）

コア写真（深度120～140m）

深度（m）

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129 130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

121

122

123

124

125

126

127

128

129

140

←b-9想定延長位置
（127.7ｍ付近）

L-13.7 （孔口標高35.24m，掘進長600m） 深度（m）

コア写真（深度100～120m）

深度（m）

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109
110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

101

102

103

104

105

106

107

108

109

120
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b-5～b-13の連続性検討 b-9の連続性：深部延長④（L-12.5孔）

・b-9の深部延長に位置するL-12.5孔には，b-9に対応する破砕部は認められない。

L-12.5 （孔口標高35.80m，掘進長206m）

コア写真（深度140～160m）

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

141

142

143

144

145

146

147

148

149

160

深度（m）深度（m） 深度（m）

コア写真（深度160～180m）

深度（m）

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169 170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

161

162

163

164

165

166

167

168

169

180

←174.18ｍ
「S-1」
N85°W/66°NE

←b-9想定延長位置
（164.1ｍ付近）

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149
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b-5～b-13の連続性検討 b-9の連続性：浅部延長①（M-14’孔）

・b-9の浅部延長に位置するM-14’孔には，b-9に対応する破砕部は認められない。

深度（m）

コア写真（深度60～80m）

深度（m）

M-14’（孔口標高34.40m，掘進194m，傾斜73°）

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69 70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

61

62

63

64

65

66

67

68

69

80

深度（m）

コア写真（深度80～100m）

深度（m）

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89 90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

81

82

83

84

85

86

87

88

89

100

←88.59m
「b-13」
N40°E/74°NW

←b-9想定延長位置
（73.5ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-9の連続性：浅部延長②（M-14孔）

・b-9の浅部延長に位置するM-14孔には，b-9に対応する破砕部は認められない。

M-14（孔口標高34.08m，掘進長446m） 深度（m）深度（m）

コア写真（深度40～60m）

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49 50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

41

42

43

44

45

46

47

48

49

60

深度（m）深度（m）

コア写真（深度60～80m）

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69 70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

61

62

63

64

65

66

67

68

69

80←b-9想定延長位置
（59.5ｍ付近）
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b-10確認位置

投影断面図（H:V=2:1）

２号機 １号機

M-14

L-13.7

投影測線

位置図

K-13.6

L-13.5

L-12.5

L-12.2

M-13'

M-12.5

露頭調査範囲

b-10確認位置

断層(敷地内 EL-4.7m)

• b-10は，L-13.7孔の深度93.15m，L-14’孔の深度86.71mのみで認められ，深部及び浅部方向
のボーリング孔では認められないことから，深部及び浅部方向へ連続しないと判断。

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-10
L-13.7：93.15m EL-57.94m 9 N59°E/59°NW

L-14’：86.71m EL-49.23m 16 N53°E/67°NW

b-10_L-14’：N53°E/67°NW

b-10_L-13.7：N59°E/59°NW

K
-
1
3
.6

L
-
1
4
’ M
-
1
3
’

←NW SE→

EL0m

EL-50m

EL-100m

EL-150m

EL-200m

EL-250m

L
-
1
3
.7

b-10_L-14’：N53°E/67°NW
b-10_L-13.7：N59°E/59°NW

【b-10の深部】
K-13.6孔にはb-10に対
応する破砕部は認めら
れない。

114.2m

14.1m

【b-10の浅部】
M-13’孔にはb-10に対
応する破砕部は認めら
れない。

b-5～b-13の連続性検討 b-10の連続性

・L-13.7孔の深度93.15m及びL-14’孔の深度86.17mの破砕部は，近接した
ボーリング孔の同程度の深度で確認され，走向傾斜が類似していることか
ら，同一の構造であると判断。

L-14'

b-10を確認したボーリング

b-10が認められないボーリング（深部方向）

b-10を確認したボーリング

b-10が認められないボーリング（深部方向）

b-10が認められないボーリング（浅部方向）

b-10が認められないボーリング（浅部方向）

2.3-2-40
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b-5～b-13の連続性検討 b-10の連続性：深部延長（K-13.6孔）

・b-10の深部延長に位置するK-13.6孔には，b-10に対応する破砕部は認められない。

K-13.6（孔口標高35.22m，掘進長1,253m）深度（m）

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

コア写真（深度100～120m）

深度（m）

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

101

102

103

104

105

106

107

108

109

120

コア写真（深度120～140m）

深度（m） 深度（m）

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129
130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

121

122

123

124

125

126

127

128

129

149

←b-10想定延長位置
（114.2ｍ付近）

2.3-2-41
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b-5～b-13の連続性検討 b-10の連続性：浅部延長（M-13’孔）

・b-10の浅部延長に位置するM-13’孔には，b-10に対応する破砕部は認められない。

M-13' （孔口標高38.10m，掘進長208m） 深度（m）

コア写真（深度0～20m）

0

深度（m）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

深度（m）

コア写真（深度20～40m）

深度（m）

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29 30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

21

22

23

24

25

26

27

28

29

40

←b-10想定延長位置
（14.1ｍ付近）
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b-11確認位置

投影断面図（H:V=2:1）

２号機 １号機

M-14

L-13.7

投影測線

位置図

K-13.6

L-14'

L-13.5 L-12.5

L-12.2

M-13'

M-12.5

露頭調査範囲

b-11確認位置

断層(敷地内 EL-4.7m)

• b-11は，L-13.5孔の深度159.03m，L-13.7孔の深度161.27m，L-14’孔の深度152.45mで認められ，深部及び
浅部方向のボーリング孔では認められないことから，深部及び浅部方向へ連続しないと判断。

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-11

L-13.5：159.03m EL-124.13m 4 N59°E/70°NW

L-13.7：161.27m EL-126.12m 15 N41°E/66°NW

L-14’：152.45m EL-113.36m 6 N63°E/59°NW
←NW SE→

EL0m

EL-50m

EL-100m

EL-150m

EL-200m

EL-250m

b-11_L-13.5：N59°E/70°NW
b-11_L-13.7：N41°E/66°NW

b-11_L-14’：N63°E/59°NW

K
-
1
3
.6

L
-
1
4
’

L
-
1
3
.5

L
-
1
3
.7

【b-11の深部】
K-13.6孔にはb-11に対
応する破砕部は認めら
れない。

175.3m

b-11_L-13.7：N41°E/66°NW
b-11_L-13.5：N59°E/70°NW

b-11_L-14’：N63°E/59°NW

【b-11の浅部】
M-12.5孔，M-13’孔，M-
14孔にはb-11に対応す
る破砕部は認められない。

b-5～b-13の連続性検討 b-11の連続性

・L-13.5孔の深度159.03m，L-13.7孔の深度161.27m及びL-14’孔の深度
152.45mの破砕部は，近接したボーリング孔の同程度の深度で確認され，
走向傾斜が類似していることから，同一の構造であると判断。

b-11を確認したボーリング

b-11が認められないボーリング（深部方向）

b-11を確認したボーリング

b-11が認められないボーリング（深部方向）

b-11が認められないボーリング（浅部方向）

b-11が認められないボーリング（浅部方向）

M
-
1
4

M
-
1
3
’

M
-
1
2
.5

M-14：87.5m

M-13’：89.7m

M-12.5：79.2m

2.3-2-43
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b-5～b-13の連続性検討 b-11の連続性：深部延長（K-13.6孔）

・b-11の深部延長に位置するK-13.6孔には，b-11に対応する破砕部は認められない。

K-13.6（孔口標高35.22m，掘進長1,253m）深度（m） 深度（m）

コア写真（深度160～180m）

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169 170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

161

162

163

164

165

166

167

168

169

180

コア写真（深度180～200m）

深度（m） 深度（m）

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189 190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

181

182

183

184

185

186

187

188

189

200

←b-11想定延長位置
（175.3ｍ付近）

2.3-2-44
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b-5～b-13の連続性検討 b-11の連続性：浅部延長①（M-14孔）

・b-11の浅部延長に位置するM-14孔には，b-11に対応する破砕部は認められない。

M-14（孔口標高34.08m，掘進長446m）

深度（m）深度（m）

コア写真（深度60～80m）

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69 70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

61

62

63

64

65

66

67

68

69

80

深度（m）深度（m）

コア写真（深度80～100m）

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89 90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

81

82

83

84

85

86

87

88

89

100

←b-11想定延長位置
（87.5ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-11の連続性：浅部延長②（M-13’孔）

・b-11の浅部延長に位置するM-13’孔には，b-11に対応する破砕部は認められない。

深度（m）

コア写真（深度80～100m）

深度（m）

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89 90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

81

82

83

84

85

86

87

88

89

100

←b-11想定延長位置
（89.7ｍ付近）

M-13' （孔口標高38.10m，掘進長208m）

深度（m）

コア写真（深度60～80m）

深度（m）

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69 70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

61

62

63

64

65

66

67

68

69

80

2.3-2-46
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b-5～b-13の連続性検討 b-11の連続性：浅部延長③（M-12.5孔）

・b-11の浅部延長に位置するM-12.5孔には，b-11に対応する破砕部は認められない。

M-12.5 （孔口標高28.10m，掘進長120m） 深度（m）

コア写真（深度60～80m）

深度（m）

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69 70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

61

62

63

64

65

66

67

68

69

80

←63.43ｍ
「S-1」
N62°W/72°NE

深度（m）

コア写真（深度80～100m）

深度（m）

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89 90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

81

82

83

84

85

86

87

88

89

100←b-11想定延長位置
（79.2ｍ付近）
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b-12確認位置

• b-12は，L-14’孔の深度158.21mのみで認められ，深部及び浅部方向のボーリング孔では認められないことから，深部及び浅部方向へ連続しないと判断。

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-12 L-14’：158.21m EL-119.00m 11 N44°E/49°NW

２号機 １号機

M-14

L-13.7

投影測線

位置図

K-13.6
L-14'

L-13.5

L-12.5 L-12.2

M-13'

M-12.5

露頭調査範囲

b-12確認位置

断層(敷地内 EL-4.7m)

b-12：N44°E/49°NW

L
-
1
4
’

←NW SE→

EL-100m

EL-150m

EL-200m

EL-250m

EL-300m

EL0m

EL-50m

投影断面図（H:V=2:1）

EL-350m

EL-400m

b-12：N44°E/49°NW

b-5～b-13の連続性検討 b-12の連続性

b-12を確認したボーリング

b-12が認められないボーリング（深部方向）

b-12を確認したボーリング

b-12が認められないボーリング（深部方向）

b-12が認められないボーリング（浅部方向）

b-12が認められないボーリング（浅部方向）

166.9m

172.1m

107.9m

112.2m 98.1m

L
-
1
2
.5

M
-
1
4

M
-
1
3
’

M
-
1
2
.5

K
-
1
3
.6

【b-12の深部】
L-12.5孔，K-13.6孔にはb-
12に対応する破砕部は認
められない。

【b-12の浅部】
M-12.5孔，M-13’孔，M-14
孔にはb-12に対応する破
砕部は認められない。

2.3-2-48
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b-5～b-13の連続性検討 b-12の連続性：深部延長①（L-12.5孔）

・b-12の深部延長に位置するL-12.5孔には，b-12に対応する破砕部は認められない。

L-12.5 （孔口標高35.80m，掘進長206m）

コア写真（深度140～160m）

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149 150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

141

142

143

144

145

146

147

148

149

160

深度（m）深度（m） 深度（m）

コア写真（深度160～180m）

深度（m）

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169 170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

161

162

163

164

165

166

167

168

169

180

←174.18ｍ
「S-1」
N85°W/66°NE

←b-12想定延長位置
（166.9ｍ付近）

2.3-2-49

第453回審査会合 机上配布資料1 
P.3-45 再掲



b-5～b-13の連続性検討 b-12の連続性：深部延長②（K-13.6孔）

・b-12の深部延長に位置するK-13.6孔には，b-12に対応する破砕部は認められない。

K-13.6（孔口標高35.22m，掘進長1,253m）深度（m） 深度（m）

コア写真（深度160～180m）

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169 170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

161

162

163

164

165

166

167

168

169

180

コア写真（深度180～200m）

深度（m） 深度（m）

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189 190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

181

182

183

184

185

186

187

188

189

200

←b-12想定延長位置
（172.1ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-12の連続性：浅部延長①（M-12.5孔）

・b-12の浅部延長に位置するM-12.5孔には，b-12に対応する破砕部は認められない。

M-12.5 （孔口標高28.10m，掘進長120m）
深度（m）

コア写真（深度80～100m）

深度（m）

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89 90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

81

82

83

84

85

86

87

88

89

100

深度（m）

コア写真（深度100～120m）

深度（m）

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109 110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

101

102

103

104

105

106

107

108

109

120

←b-12想定延長位置
（107.9ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-12の連続性：浅部延長②（M-13’孔）

・b-12の浅部延長に位置するM-13’孔には，b-12に対応する破砕部は認められない。

M-13' （孔口標高38.10m，掘進長208m） 深度（m）

コア写真（深度100～120m）

深度（m）

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109 110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

101

102

103

104

105

106

107

108

109

120

←105.82m
「b-9」
N14°E/58°NW

←b-12想定延長位置
（112.2ｍ付近）

深度（m）

コア写真（深度120～140m）

深度（m）

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129 130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

121

122

123

124

125

126

127

128

129

140
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b-5～b-13の連続性検討 b-12の連続性：浅部延長③（M-14孔）

・b-12の浅部延長に位置するM-14孔には，b-12に対応する破砕部は認められない。

M-14（孔口標高34.08m，掘進長446m） 深度（m）深度（m）

コア写真（深度80～100m）

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89 90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

81

82

83

84

85

86

87

88

89

100

深度（m）深度（m）

コア写真（深度100～120m）

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109
110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

101

102

103

104

105

106

107

108

109

120

←b-12想定延長位置
（98.1ｍ付近）
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b-13確認位置

• b-13は，M-14’孔の深度88.59mのみで認められ，深部及び浅部方向のボーリング孔では認められないことから，深部及び浅部方向へ連続しないと判断。

名称 孔名：深度 標高
破砕部の幅

（cm）
走向・傾斜

（走向は真北）

b-13 M-14’：88.59m EL-50.41m 16 N40°E/74°NW

２号機 １号機

L-13.7

投影測線

位置図

K-13.6

L-14'

L-13.5

L-12.5

L-12.2

M-14'

M-13'

M-12.5

露頭調査範囲

b-13確認位置

断層(敷地内 EL-4.7m)

M
-
1
4
’

M
-
1
3
’

←NW SE→

EL-100m

EL-150m

EL-200m

EL-250m

EL-300m

EL0m

EL-50m

投影断面図（H:V=2:1）

EL-350m

EL-400m

b-13：N40°E/74°NW

b-13：N40°E/74°NW

140.9m

【b-13の深部】
M-13’孔，L-13.7孔，K-13.6
孔にはb-13に対応する破砕
部は認められない。

b-5～b-13の連続性検討 b-13の連続性

N-13.5'

21.5m

【b-13の浅部】
N-13.5’孔にはb-13に対応
する破砕部は認められない。

N
-
1
3
.5

’

b-13を確認したボーリング

b-13が認められないボーリング（深部方向）

b-13を確認したボーリング

b-13が認められないボーリング（深部方向）

b-13が認められないボーリング（浅部方向）

b-13が認められないボーリング（浅部方向）

L
-
1
3
.7

K
-
1
3
.6

311.4m

287.0m

M-14

2.3-2-54
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b-5～b-13の連続性検討 b-13の連続性：深部延長①（M-13’孔）

・b-13の深部延長に位置するM-13’孔には，b-13に対応する破砕部は認められない。

M-13' （孔口標高38.10m，掘進長208m） 深度（m）

コア写真（深度120～140m）

深度（m）

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129 130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

121

122

123

124

125

126

127

128

129

140

深度（m）

コア写真（深度140～160m）

深度（m）

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149 150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

141

142

143

144

145

146

147

148

149

160

←b-13想定延長位置
（140.9ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-13の連続性：深部延長②（L-13.7孔）

・b-13の深部延長に位置するL-13.7孔には，b-13に対応する破砕部は認められない。

L-13.7 （孔口標高35.24m，掘進長600m）

深度（m）

コア写真（深度260～280m）

深度（m）

270

271

272

273

274

275

276

277

278

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

279

270

271

272

273

274

275

276

277

278

261

262

263

264

265

266

267

268

269

279

280

深度（m）

コア写真（深度280～300m）

深度（m）

290

291

292

293

294

295

296

297

298

280

281

282

283

284

285

286

287

288

289

299

290

291

292

293

294

295

296

297

298

281

282

283

284

285

286

287

288

289

299

300

←b-13想定延長位置
（287.0ｍ付近）
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b-5～b-13の連続性検討 b-13の連続性：深部延長③（K-13.6孔）

・b-13の深部延長に位置するK-13.6孔には，b-13に対応する破砕部は認められない。

K-13.6（孔口標高35.22m，掘進長1,253m）

310

311

312

313

314

315

316

317

318

319

300

301

302

303

304

305

306

307

308

309
310

311

312

313

314

315

316

317

318

319

301

302

303

304

305

306

307

308

309

320

コア写真（深度300～320m）

←b-13想定延長位置
（311.4ｍ付近）

コア写真（深度320～340m）

330

331

332

333

334

335

336

337

338

339

320

321

322

323

324

325

326

327

328

329
330

331

332

333

334

335

336

337

338

339

321

322

323

324

325

326

327

328

329

340
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b-5～b-13の連続性検討 b-13の連続性：浅部延長（N-13.5’孔）

・b-13の浅部延長に位置するN-13.5’孔には，b-13に対応する破砕部は認められない。

N-13.5'（孔口標高40.16m，掘進長45m，傾斜73°）

コア写真（深度0～20m）

深度（m）

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

1

2

3

4

5

6

7

8

9

20

深度（m） 深度（m） 深度（m）

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29
30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

21

22

23

24

25

26

27

28

29

40

←10.90ｍ
「S-1」
N87°E/73°NW

←b-13想定延長位置
（21.5ｍ付近）

コア写真（深度20～40m）
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2.3-3-1

補足資料２．３－３

断層の抽出結果（海岸部）



調査概要

調査位置図

④海岸部露岩域
（取水路付近）の調査
（詳細は補足資料2.3-3

P.2.3-3-6, 7）
ボーリング調査

破砕部Ｃ
（EL-45m）

（EL-37m）
破砕部Ｂ

破砕部Ａ
（EL-32m）

③取水路トンネルの調査（建設時）
（詳細は補足資料2.3-3 P.2.3-3-5）

地質調査

⑤取水路沿いの調査
（詳細は補足資料2.3-3

P.2.3-3-8～20）
ボーリング調査

①海岸部露岩域の調査
（詳細は補足資料2.3-3 P.2.3-3-3）

露頭調査
ボーリング調査

②グリッドボーリング調査（建設時）
（詳細は補足資料2.3-3 P.2.3-3-4）

ボーリング調査

○敷地前面の①海岸部露岩域の調査により，K-1～K-11の11本を連続性を有する破砕部（断層）として抽出した。

〇また，建設時に②グリッドボーリング調査，③取水路トンネルの調査を実施しており，グリッドボーリング調査のコアでは複数の破砕部が確認されたものの，走向・傾斜方向が確認で

きず，取水路トンネルの調査資料ではスケッチに記載のある破砕部以外の詳細は確認できなかった。

〇このため，重要な安全機能を有する施設である取水路の設置面に分布する断層を把握することを目的に以下の調査を実施した。

④海岸部露岩域（取水路付近）の調査：取水路直上に分布するK-1，K-2，K-4，K-5が取水路設置面まで連続するか否かの確認

⑤取水路沿いの調査：取水路スケッチの破砕部A，破砕部B，破砕部Cを含む取水路にある破砕部の連続性の確認

〇以上の結果，海岸部ではK-1～K-26の計26本の断層が認められ，取水路設置面に分布する断層は，K-2，K-4，K-5，K-12～K-18，K-20～K-23，K-25，K-26の計16本である。

2.3-3-2
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H-2.2-80

Ｋ－７

Ｋ－６

地質図（地表面）

断層（地表面）
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

別所岳安山岩類 安山岩（均質）

別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

別所岳安山岩類 凝灰角礫岩

凡例

× 断層延長部の露岩域で断層が認められないことを
確認したもの

断層端部を確認していないもの

実線矢印（ ）の向きは断層の傾斜方向を示す

×

×

×

×

○海岸部露岩域の調査において，K-1～K-11の11本を長さ50ｍ以上の連続性を有する破砕部（断層）として抽出した。

①海岸部露岩域の調査

E-2.7

H-2.2-80

E-2.7’

K-2.3

M-2.2
M-2.2-2

N-2.3-1
N-2.3-2

断層名 断層長さ*1 破砕部の幅*2

K-1 205m 10㎝(19㎝)

K-2 180m以上 28㎝(94㎝)

K-3 200m以上 12㎝(20㎝)

K-4 45m以上 13㎝(26㎝)

K-5 75m以上 11㎝(18㎝)

K-6
25m以上
130m以下 7㎝(9㎝)

K-7
20m以上
55m以下 8㎝(11㎝)

K-8
35m以上
70m以下 11㎝(21㎝)

K-9
40m以上
120m以下 7㎝(12㎝)

K-10 60m 9㎝(10㎝)

K-11 60m 9㎝(9㎝)

K-1～Ｋ-11の性状

*1：露頭もしくはボーリングにより破砕部が認められないことを確認した地点までの長さ。
端部が確認できなかったものを○m以上と記載。海岸部において，延長部が海中等
となる箇所は，断層を直接確認した長さ及び延長の露岩域等で断層が確認されな
かった地点までの長さをそれぞれ算定し，○m以上○m以下という記載とした。

*2：すべての破砕部の平均値（括弧内は最大値）。

2.3-3-3
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②グリッドボーリング調査（建設時）

○グリッドボーリング調査（建設時）のコアを観察した結果，9箇所（最大幅6cm）の破砕部が確認された。
○9箇所の破砕部は固結した破砕部主体で，海岸部露岩域で認められるK-1～K-11（前頁）と比較すると，いずれも破砕部の幅が

小さい。
○これらについては，いずれも走向・傾斜方向が確認できない。

孔名
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

コア観察による
主せん断面の

傾斜（°）

破砕部の
幅（cm）

破砕部の分類

BL-1
88.95 -95.01 45 1 固結した破砕部

90.66 -96.72 60～65 3 固結した破砕部

BL-4 41.80 -56.80 80 5 固結した破砕部

BL-5 28.59 -46.39 40 3 固結した破砕部

海上№1 37.22 -40.11 60 5 固結した破砕部
（粘土状破砕部を介在）

海上№2 98.44 -99.63 40 3 固結した破砕部

海上№4 102.80 -107.62 75 6 固結した破砕部

海上№4-2 3.17 -15.91 30～65 5 固結した破砕部

海上№8 48.57 -50.21 80 2 固結した破砕部

グリッドボーリング調査（建設時）
で認められた破砕部

・ボーリング柱状図等は，データ集１，２

海上
No.1

海上
No.2

R-2

海上
No.4

海上
No.5

海上
No.6

海上
No.7

海上
No.8

海上
No.7-1

海上
No.7-2

海上
No.7-3

海上
No.4-1

海上
No.4-2

BL-1

BL-2

BL-3

BL-4

BL-5

Ｋ－７

鉛直ボーリング孔
（緑は破砕部が認められない孔，

赤は破砕部が認められた孔）
その他のボーリング孔

グリッドボーリング（建設時）

鉛直ボーリング孔

斜めボーリング孔

凡例

I-3

I-2

平面図

海上
No.3

2.3-3-4
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破砕部A

0
|

10
|

20
|

30
|

40
|

50
|

60
|

70
|

80
|

90
|

100
|

110
|

120
|

130
|

140
|

150
|

160
|

170
|

180
|

190
|

200
|

210
|

220
|

230
|

240
|

250
|

260
|

270
|

280
|

290
|

300
|

310
|

320
|

330
|

340
|

側壁・天端

底盤

破砕部B

破砕部C

50m0

Ⓐ-Ⓐ’断面図及び地質展開図
安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

凝灰角礫岩

トンネル全周に亘り認められる破砕部

節理

Ⓑ-Ⓑ’断面図及び地質展開図

0
|

10
|

20
|

30
|

40
|

50
|

60
|

70
|

側壁・天端

底盤

取水路

破砕部A 破砕部B 破砕部C

走向・傾斜※1

(走向は真北）
N13゜E/81゜SE N3゜W/77゜NE N6゜E/58゜SE

鏡肌の有無 あり なし なし

挟在物※2

厚さ 0.1～1cm 1cm 0.2～1cm

物 粘土 粘性土
粘性土

～固結シルト

直線性 直線性に乏しく凹凸する

破砕部の幅 30cm※3 1cm 1cm

トンネル全周に亘り認められる3箇所の破砕部の性状

※1 走向は底盤の一般走向，傾斜はスケッチを基に断面全体から算出
※2 挟在物の記載表現はトンネル施工時のもの。
※3 トンネル施工時の断層周辺の「基質部は脆弱」という記載を基に

切羽写真から周辺に比べて変質している範囲を破砕部の幅とした。

←W E→←NW SE→

※地質展開図については補足資料2.1-1(2)，
建設時の既往データ（写真，スケッチ）はデータ集（その他）

③取水路トンネルの調査（建設時）

破砕部A破砕部B破砕部C

EL-30m

EL-20m

EL-12m
北南 東西 南

立坑地質展開図

補機冷却水取水路

○取水路トンネルの調査（建設時）において，トンネル全周に亘り認められる破砕部として，破砕部A，破砕部B，破砕部Cの3箇所
（最大幅30cm）が記載されている。

○取水路トンネルの調査資料（写真，スケッチ）について再確認した結果，破砕部A，破砕部B，破砕部C以外の詳細は確認できな
かった。

TD(m)

TD(m)

取水路スケッチでトンネル全周に亘り
認められる破砕部
（長軸は走向，短軸は傾斜方向）

凡例

破砕部〇

2.3-3-5
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平面図

破砕部Ｃ
（EL-45m）

（EL-37m）
破砕部Ｂ 破砕部Ａ

（EL-32m）

Ⓐ’



平面図

④海岸部露岩域（取水路付近）の調査

K-2K-1K-4K-5

・●の位置は，BHTVにより確認した走向・傾斜を用いて，走向方向に延長させた線と本断面との交点。
・断層の線形は，地表確認位置及び破砕部確認位置（●）により最小二乗法で求めた近似直線。
・それぞれの破砕部の性状については，補足資料2.4-1(2)，ボーリング柱状図等は，データ集１，２，３

①’①

①-①’ 断面図

×

×

凡 例

地表確認位置 ● 破砕部確認位置

× 破砕部が確認されなかった位置 ― 断層

（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

K-1は橙色，K-2は青色，K-4は緑色，K-5はピンク色で図示

E→←W

○取水路直上に分布するK-1，K-2，K-4，K-5が取水路設置面まで連続するか否かを確認するため，海岸部露岩域（取水路付近）
でボーリング調査を実施した。

○調査の結果，K-1は深部方向に連続せず，K-2，K-4，K-5は取水路設置面まで連続する（右下 ①-①’断面図）ことから，K-2，
K-4，K-5は取水路設置面に分布すると評価した。

○各断層の破砕部性状一覧について次頁に示す。

2.3-3-6
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【海岸部露岩域（取水路付近）の調査で確認したK-1，K-2，K-4，K-5の破砕部性状一覧】

K-1

孔名
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

露頭 - 地表面 N 4°E/58°SE 19※

G-1.9-20 47.4付近 EL-12.3付近 想定位置に破砕部が認められない

K-2

孔名
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

露頭 - 地表面 N 19°E/72°SE 46※

G-1.9-20 50.10 EL -13.25 N 7°E/81°SE 4

G-1.9-27 47.81 EL -17.82 N31°E/83°SE 31

G-1.5-35 41.58 EL -19.36 N16°E/85°NW 18

G-1.5-50 42.42 EL -28.01 N 4°E/79°SE 25

G-1.5-80
77.82 EL -72.12 N 8°E/72°SE 56

80.19 EL -74.48 N 6°E/75°SE 58

K-4

孔名
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

露頭 - 地表面 N 56°W/85°NE 26※

G-1.9-20 71.29 EL -20.49 N57°W/80°NE 5

G-1.9-27 84.69 EL -34.56 N52°W/68°NE 15

G-1.5-50 58.1付近 EL-40.0付近 想定位置に破砕部が認められない

K-5

孔名
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

露頭 - 地表面 N 63°W/64°NE 18※

G-1.5-35 40.06 EL -18.49 N62°W/88°NE 18

G-1.9-20 68.89 EL -19.67 N70°W/60°NE 5

G-1.5-50 46.73 EL -31.31 N69°W/72°NE 8

G-1.9-27 79.33 EL -32.13 N60°W/72°NE 10

G-1.5-80 72.4付近 EL-66.8付近 想定位置に破砕部が認められない

・それぞれの性状については，補足資料2.4-1(2),
ボーリング柱状図等は，データ集１，２，３

※：露頭で確認した破砕部の幅のうち最大値を記載。

2.3-3-7

第902回審査会合 資料1
P.28 再掲



⑤取水路沿いの調査

K-13
K-12K-14

K-15

K-16

K-20

K-21

K-17

K-6

K-4

K-5

K-1
K-2

①

①’

【平面図】

K-7

K-8

○取水路スケッチの破砕部A，破砕部B，破砕部Cを含む取水路にある破砕部の連続性の確認のため，取水路沿いでボーリング調査を実施した。
○調査の結果，取水路沿いでは海岸部露岩域のK-2が地下深部まで連続することが確認され，その他にK-12～K-26の15本の断層が認められた。

断層分布を示した平面図を下図，断面図を次頁に示す。また，各断層の破砕部性状一覧を次々頁に，地質断面図を補足資料2.3-3 P.2.3-3-11
に示す。

○さらに，抽出した断層について，取水路位置での分布の確認（補足資料2.3-3 P.2.3-3-12～14），断層と取水路スケッチの対応の確認（補足資
料2.3-3 P.2.3-3-15，16），断層とグリッドボーリング調査の対応の確認補足資料2.3-3 （P.2.3-3-17）及び抽出した断層以外の破砕部の連続性
確認（補足資料2.3-3 P.2.3-3-18～20）を行った結果について，以降に示す。

【断層線の記載について】
取水路沿いの調査においては，稠密な群列ボーリングにより破砕部の連続性を詳細に確認した結果，断層の分岐・収斂を把握することができた。分岐・収斂する断層については，連続性の良いも
の，連続性が同程度の時は破砕部の幅が大きいものを主部として評価し，主部について，断面図では太線で記載し，平面図では主部のみを記載した。

K-23

凡例

【ボーリング孔】

Ｈ-1.1-70

南北方向
（北側← … G ～ H … →南側）

東西方向
（西側← … -3.0 ～ 3.8 … →東側）

掘進傾斜
（水平面から深度方向への傾斜角度。

但し，鉛直孔は記載なし。）

【ボーリング孔名の標準ルール】

取水路沿いの調査

その他調査

K-24
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①-①’断面図

低角から
Ｈ- -3.0-45
Ｈ- -3.0-50
Ｈ- -3.0-55
Ｈ- -3.0-60
Ｈ- -3.0-65
Ｈ- -3.0-75
Ｈ- -3.0

←NW SE→

H- - 2.8

G-3.8-65

低角から
H-0.2-60
H-0.2-75

低角から
Ｈ-1.1-70
Ｈ-1.1-75
Ｈ-1.1-80
Ｈ-1.1-87
Ｈ-1.1低角から

H- -0.3-65
H- -0.3-80H- -0.5H- -1.0

H- -1.2

H- -1.3

低角から
Ｈ-0.9-40
Ｈ-0.9-50（連絡道路№3）
Ｈ-0.9-60（連絡道路№1）
Ｈ-0.9-70
Ｈ-0.9-75

H- - 2.5

H- - 2.6 H- - 2.3

図面左から
H- -1.86
H- -1.80
H- -1.7
H- -1.6
H- -1.5

図面左から
H- - 2.18
H- -2.12（連絡道路№2）
H- - 2.0
H- -1.9

E→←W

断層（主部を太線で表記）
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

（〇内の赤色は幅3cm以上，黄色は幅3cm未満
の破砕部で，両側の線は傾斜方向（走向を
考慮した偽傾斜））

①’②’ ①②

防潮堤

K-13

K-2

K-14

K-15
K-16

K-12

②-②’断面図

K-18

K-20

K-19

K-17

補機冷却水
取水路

【断面図】

破砕部

K-2（N19°E/72°SE）
（海岸部露岩域の調査による確認位置

補足資料2.3-3 P.2.3-3-3）

B
L
-
1
（
投

影
）

県道

K-22
K-23

K-21

K-22は海岸部露岩域に認められない
（補足資料2.3-3 P.2.3-3-3）

・K-22（旧K-2分岐部）はK-2，K-23（旧K-16分岐部）はK-16と分岐・収斂するものの，離隔があることを踏まえ，個別の断層として抽出した。
・K-24，K-25，K-26（旧破砕部Ⅰ，Ⅱ，Ⅳ）は浅部及び深部に連続しない破砕部であるものの，取水路深度付近に認められることから，個別の断層として抽出した。
・K-17，K-18，K-20，K-21について，ボーリング調査位置の各断層の走向を基に取水路位置に延長させると，K-17は取水路とは離隔し，K-18，K-20，K-21は取水路深度付近には認められない。しかし，

いずれの断層も取水路と近接して分布することから，ボーリング調査位置が取水路位置から離隔していることによる不確かさを考慮し，取水路設置面に分布すると評価した（補足資料2.3-3 P.2.3-3-12）。

K-26

K-25

K-24

K-24は防潮堤基礎部に認められない
（補足資料2.3-4（24））
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【取水路沿いの調査で確認した断層の破砕部性状一覧】
K-2

孔名
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

H-0.9-40 19.65 EL-6.36 N23°E/75°SE 14

H-0.9-50
20.93 EL-9.76 N27°E/71°SE 2

21.57 EL-10.25 N31°E/83°SE 1

H-0.9-60 23.15 EL-13.78 N6°E/75°SE 3

H-0.9-70
27.35 EL-19.43 N8°E/76°SE 18

29.82 EL-21.75 N3°W/79°NE 21

H-0.9-75 36.51 EL-29.00 N9°E/80°SE 22

H-1.1-70 48.17 EL-38.48 N15°E/80°SE 94

H-1.1-75 54.12 EL-45.50 N26°E/80°SE 44

H-1.1-80

64.13 EL-56.38 N13°E/79°SE 16

64.79 EL-57.03 N4°W/62°NE 4

65.18 EL-57.41 N14°W/83°NE 1

66.27 EL-58.48 N5°W/73°NE 6

66.90 EL-59.10 N6°E/84°SE 3

H-1.1-87 84.30 EL-77.40 N20°E/81°SE 45

H-1.1 103.77 EL-96.99 N21°E/80°SE 71

H-1.3-88
139.30 EL-131.95 N6°E/78°SE 75

141.57 EL-134.21 N13°E/80°SE 17

H-1.5-95
160.54 EL-151.90 N7°W/81°NE 10

162.56 EL-153.91 N12°E/89°SE 4

K-16

孔名
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

H- -2.0 19.73 EL-16.09 N24°W/70°NE 22

H- -1.9 25.04 EL-21.40 N18°W/68°NE 51

H- -1.86 36.28 EL-32.64 N22°W/63°NE 15

H- -1.80 43.35 EL-39.71 N19°W/74°NE 21

H- -1.7 57.55 EL-53.91 N8°W/72°NE 26

H- -1.6 62.46 EL-58.82 N21°W/63°NE 22

H- -1.5

74.35 EL-70.71 N25°W/64°NE 16

77.93 EL-74.29 N7°E/63°SE 21

84.28 EL-80.64 N9°E/56°SE 9

H- -1.3

96.35 EL-92.66 N7°W/74°NE 14

96.74 EL-93.05 N1°W/72°NE 3

97.30 EL-93.61 NS/48°E 13

97.44 EL-93.75 N4°W/66°NE 2

H- -1.2

113.68 EL-110.04 N9°W/64°NE 3

114.05 EL-110.41 N16°W/73°NE 14

114.75 EL-111.11 N7°E/78°SE 4

K-12

孔名
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

H-2.3-25
27.15 EL-1.58 N28°W/62°NE 10

27.49 EL-1.73 N17°W/58°NE 7

H-2.3-50 49.99 EL-28.40 N29°W/71°NE 21

G-3.8-65
72.80 EL-55.04 N13°W/79°NE 12

75.72 EL-57.69 N9°W/86°NE 3

G’-1.5-30 65.67 EL-28.19 N31°W/74°NE 7

K-13

孔名
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

H-1.5-40
43.18 EL-19.73 N13°E/72°SE 7

43.81 EL-20.13 N8°E/65°SE 14

H-2.3-85 59.40 EL-49.28 N16°E/81°SE 27

G’-1.5-30
47.80 EL-19.25 N16°E/77°SE 8

48.07 EL-19.39 N5°E/75°SE 2

K-15

孔名
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

H- -1.3
13.13 EL-9.44 NS/70°E 3

13.48 EL-9.79 N2°E/65°SE 1

H- -1.2 27.05 EL-23.41 N15°E/69°SE 33

H- -1.0

41.51 EL-37.85 N4°W/64°NE 10

42.25 EL-38.59 N13°E/64°SE 9

46.36 EL-42.70 N4°E/80°SE 7

H- -0.3-65 60.54 EL-51.18 N8°W/60°NE 11

K-17

孔名
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

H- -3.0-45 70.46 EL-46.18 N8°E/86°SE 13

H- -3.0-50
74.00 EL-53.05 N5°E/70°SE 8

74.26 EL-53.25 N30°E/82°SE 10

H- -3.0-55 78.23 EL-60.44 N25°E/85°SE 14

H- -3.0-60 86.07 EL-70.90 N21°E/81°SE 4

H- -3.0-65
91.04 EL-78.87 N2°E/77°SE 17

91.53 EL-79.31 N33°E/67°SE 3

K-18

孔名
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

H-0.2-60 84.35 EL-68.32 N26°E/80°SE 55

H-0.2-75

116.75 EL-108.04 N2°E/81°SE 47

117.50 EL-108.77 N1°W/82°NE 12

125.24 EL-116.24 N7°E/69°SE 2

K-19

孔名
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

H--1.0
113.16 EL-109.50 NS/57°E 5

114.61 EL-110.95 N35°W/66°NE 1

H- -0.3-80
129.91 EL-124.25 N5°E/65°SE 2

130.88 EL-125.20 N19°W/64°NE 11

H-0.2-75 165.87 EL-155.49 N13°W/78°NE 9

K-20

孔名
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

H- -2.6 13.09 EL-9.43 N3°E/65°SE 6

H- -2.5 29.44 EL-25.77 N28°E/62°SE 5

K-21

孔名
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

H- -3.0-45 32.84 EL-19.58 N9°E/62°SE 3

H- -3.0-50 33.37 EL-21.92 NS/70°E 19

・それぞれの性状については，補足資料2.4-1(2)，ボーリング柱状図等は，データ集１，２，３

・主部を表中 で示す。

K-14

孔名
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

H- -0.3-80
31.57 EL-27.40 N5°E/68°NW 72

32.28 EL-28.10 N7°W/64°SW 4

H- -0.5 50.21 EL-46.57 N10°W/70°SW 31

H- -1.0 90.03 EL-86.37 N20°E/75°NW 28

H- -1.2 118.76 EL-115.12 N2°W/64°SW 48

H- -1.3 132.56 EL-128.87 N24°E/58°NW 24

H- -2.18 185.01 EL-181.37 N17°E/68°NW 20

K-22

孔名
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

H-0.9-40
25.68 EL-10.24 N2°W/57°NE 2

26.90 EL-11.02 N21°W/70°NE 9

H-0.9-50

26.52 EL-14.05 N13°E/69°SE 1

26.75 EL-14.22 N1°E/56°SE 3

29.00 EL-15.95 N19°W/68°NE 11

H-0.9-60
27.44 EL-17.49 N4°W/85°NE 2

31.58 EL-21.08 N16°E/74°SE 3

H-0.9-70 39.68 EL-31.02 N12°W/87°NE 2

H-0.9-75
46.91 EL-39.04 N12°E/79°SE 2

49.65 EL-41.69 N10°E/89°SE 2

H-1.1-70 58.59 EL-48.28 N7°E/77°SE 3

K-23

孔名
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

H- -2.3
12.21 EL-8.54 N21°W/63°NE 4

12.80 EL-9.13 N15°E/55°SE 5

H- -2.18 26.91 EL-23.27 N3°W/63°NE 6

H- -2.12
30.88 EL-27.24 N6°W/63°NE 2

33.27 EL-29.63 N23°E/69°SE 3

H- -2.0 40.01 EL-36.37 N4°E/69°SE 5

H- -1.80 61.95 EL-58.31 N15°E/73°SE 9

H- -1.7 71.32 EL-67.68 N13°E/72°SE 2

H- -1.6 75.67 EL-72.03 N4°E/65°SE 17

H- -1.5 90.60 EL-86.96 N30°E/74°SE 9

H- -1.3 108.99 EL-105.30 N29°E/60°SE 14

K-25

孔名
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

H- -2.18 59.88 EL-56.24 N12°W/67°NE 20

H- -1.86
83.56 EL-79.92 N12°E/65°SE 3

87.63 EL-83.99 N2°W/63°NE 2

K-26

孔名
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

H- -3.0-65 38.34 EL-31.11 N25°E/71°SE 8

H- -3.0-75 42.59 EL-37.50 N2°E/66°SE 10

K-24

孔名
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

H-2.3-25 56.18 EL-13.85 N61°W/86°SW 11

G-3.8-65
44.78 EL-29.64 N62°W/86°NE 4

46.31 EL-31.03 N52°W/87°NE 9
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・取水路沿いの調査データを基に，敷地で認められる安山岩（均質），安山岩（角礫質），凝灰角礫岩の３岩種に分類し，地質断面図を作成した。
・凝灰角礫岩はおおむね水平に分布し，各断層沿いでは見かけ正断層センスの変位が推定される。

【地質断面図】

①-①’断面図

←NW SE→

H- - 2.8

G-3.8-65
低角から
H-0.2-60
H-0.2-75

低角から
Ｈ-1.1-70
Ｈ-1.1-75
Ｈ-1.1-80
Ｈ-1.1-87
Ｈ-1.1

低角から
H- -0.3-65
H- -0.3-80H- -0.5H- -1.0

H- -1.2
H- -1.3

低角から
Ｈ-0.9-40
Ｈ-0.9-50（連絡道路№3）
Ｈ-0.9-60（連絡道路№1）
Ｈ-0.9-70
Ｈ-0.9-75

H- - 2.5
H- - 2.6 H- - 2.3

図面左から
H- -1.86
H- -1.80
H- -1.7
H- -1.6
H- -1.5

図面左から
H- - 2.18
H- -2.12（連絡道路№2）
H- - 2.0
H- -1.9

E→←W
①’②’ ①②

防潮堤

K-13

K-2

K-14

K-15

K-16

K-12

②-②’断面図

K-20

補機冷却水
取水路

K-17

K-18

K-19 安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

凝灰角礫岩

断層（主部を太線で表記）
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

B
L
-
1
（
投

影
）

低角から
Ｈ- -3.0-45
Ｈ- -3.0-50
Ｈ- -3.0-55
Ｈ- -3.0-60
Ｈ- -3.0-65
Ｈ- -3.0-75
Ｈ- -3.0

県道

K-21

K-22K-23
K-24

K-25

K-26
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K-12
K-13

K-2

K-14

K-15
K-16

K-18

K-19

K-20
K-22

K-23

K-1

K-4K-5

⑤取水路沿いの調査（取水路位置での分布の確認）

Ⓑ-Ⓑ’断面図

←W E→←NW SE→

50m0

K-17

K-21

Ⓑ’Ⓑ Ⓐ Ⓐ’

Ⓐ-Ⓐ’断面図

断層
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

取水路設置面に分布すると評価したもの

取水路設置面に分布しないと評価したもの

K-20

【Ⓐ-Ⓐ’断面，Ⓑ-Ⓑ’断面】

断層（EL 0ｍ）

鉛直ボーリング孔

斜めボーリング孔

基礎掘削面

凡例

(破線はさらに延長する可能性のある箇所)

（K-18，K-19，K-22，K-25，K-26については
地表付近まで連続しないため記載していない）

取水路設置面に分布しないと評価したもの

平面図

K-13 K-12

K-14

K-15

K-16K-20

K-21

K-17

K-6

K-4

K-5

K-1 K-2

K-23

Ⓐ’

【延長方法】
・ボーリング掘削位置で確認した断層について，すべての破砕部の平均走向（ボーリングで確認したベクトル平均値）及び取水路側の深度付近の調査結果を基に，取水路位置へ延長した。
なお，K-2は海岸部露岩域の調査で位置を確認しているため，その位置に延長した。

取水路設置面に分布すると評価したもの

K-25

K-26

K-24

○取水路沿いの調査で確認されたK-2及びK-12～K-26について，取水路位置での断層分布を確認するため，各断層の走向を基に取水路位置に延長させて検討し
た。

○取水路位置に延長した結果，K-2，K-12～K-16及びK-22，K-23，K-26の9本は取水路と交差することから，取水路設置面に分布すると評価した。また，K-17は取
水路とは離隔し，K-18，K-20，K-21，K-25は取水路深度付近には認められない。しかし，いずれの断層も取水路と近接して分布することから，ボーリング調査位置
が取水路位置から離隔していることによる不確かさを考慮し，K-17，K-18，K-20，K-21，K-25についても取水路設置面に分布すると評価した。なお，K-19，K-24は，
取水路に到達しないことから取水路設置面に分布しないと評価した（K-24の詳細については次頁参照）。

補機冷却水取水路
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【K-24と取水路との位置関係】

G’-1.5-30孔断面図（掘進方向）

K-24の想定延長範囲

G’-1.5-30

←W E→

K-24
想定延長

走向-15°
傾斜-5°

アンジュレーション

走向+15°
傾斜+5°

アンジュレーション

・K-24を確認した北方延長位置（取水路深度付近）でボーリング調査を実施した結果，G’-1.5-30孔の想定延長範囲に
K-24に対応する破砕部が認められないことから，K-24は取水路まで連続しない（右上図）。

・なお，本ボーリングの南側でK-24はK-12と会合する関係（左上図）にあり，K-12は本ボーリングで確認される（次頁）
ことから，K-24は，K-12を越えて北方へ連続していないと考えられる。

【G’-1.5-30孔の調査結果】
・下の断面図に示すとおり，K-24の想定延長範囲は，深度19～79mとなる。
・想定延長範囲において，K-24は認められない。

（想定延長範囲のコア写真は次頁）

調査位置図

K-12，K-24（EL-20m)

橙：想定延長範囲にK-24が認められないボーリング

K-24

取水路

K-12，K-24以外の断層（EL 0m)

（破線はさらに延長する可能性のある箇所）
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【K-24 北方延長位置のボーリング調査結果】

G’-1.5-30孔（孔口標高4.65m，掘進長90m，傾斜30°） 柱状図はデータ集１

深度（m） 深度（m） 深度（m） 深度（m） 深度（m） 深度（m）

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

20
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22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

コア写真（深度19～79m ）

・G’-1.5-30孔において，K-24の想定延長範囲（深度19～79m）にK-24は認められない。

K-24
想定延長位置
（56.2ｍ付近）

【想定延長範囲に認められた破砕部について】

・深度 ：47.69～47.80m
・走向傾斜 ：N16°E/77°SE
・記事 ：厚さ6.4～8.4cmの破砕部からなる。

⇒K-13の破砕部（補足資料2.4-1(2)）。
走向・傾斜がK-24（N58°W/89°NE)と異なる。

・深度 ：48.04～48.07m
・走向傾斜 ：N5°E/75°SE
・記事 ：厚さ0.8～2.2cmの破砕部からなる。

⇒K-13の破砕部（補足資料2.4-1(2)）。
走向・傾斜がK-24（N58°W/89°NE)と異なる。

・深度 ：65.59～65.67m
・走向傾斜 ：N31°W/74°NE
・記事 ：厚さ4.2～7.1cmの破砕部からなる。

⇒K-12の破砕部（補足資料2.4-1(2)）。
走向・傾斜がK-24（N58°W/89°NE)と異なる。
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K-13
K-12

K-14

K-15

K-16K-20

K-21

K-17

K-6

K-4

K-5

K-1 K-2

K-23

Ⓐ’

K-24
（EL-45m）

破砕部B

（EL-32m）

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

凝灰角礫岩

トンネル全周に亘り認められる破砕部

節理

※取水路の既往データ（写真，スケッチ）はデータ集（その他）

側壁・天端

E→

断層
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

取水路設置面に分布しないと評価したもの

取水路スケッチでトンネル全周に亘り認められる破砕部

断層の想定延長位置（矢印の向きは走向を考慮）

断層（EL 0ｍ）

鉛直ボーリング孔

斜めボーリング孔

基礎掘削面

凡例

（K-18，K-19，K-22，K-25，K-26については地表付近 まで 連続しないため記載していない）

取水路設置面に分布しないと評価したもの

取水路スケッチでトンネル全周に亘り
認められる破砕部
（長軸は走向，短軸は傾斜方向）破砕部○

⑤取水路沿いの調査（断層と取水路スケッチの対応の確認）

○取水路設置面に分布すると評価したK-2，K-12～K-16，K-18，K-20～K-23，K-25，K-26及び海岸部露岩域の調査で取水路設置面に分布すると評価したK-4，K-5
について，取水路スケッチとの対応を確認した（K-17の想定延長位置はスケッチ範囲外）。

○K-2は想定延長位置付近に破砕部Aが， K-22は想定延長位置付近に破砕部Bが，K-16，K-23は想定延長位置付近に破砕部Cが認められ，それぞれ走向・傾斜も
類似することから，破砕部AはK-2，破砕部BはK-22，破砕部CはK-16もしくはK-23であると判断される。

○K-12，K-13，K-14，K-15については想定延長位置付近に取水路のほぼ全周に亘って分布する割れ目が認められることから，これらの割れ目に対応する可能性が
ある。また，K-18，K-25，K-26については想定延長位置付近の側壁・天端に割れ目は認められないものの，底盤に割れ目が認められることから，これらの割れ目に
対応する可能性がある。なお，K-4，K-5，K-20，K-21については，想定延長位置付近に割れ目は認められない。

補機冷却水取水路

Ⓐ Ⓐ’
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底盤

地質展開図

←W E→Ⓐ Ⓐ’

破砕部C 破砕部B 破砕部A

K-12，K-13と対応する
可能性があるほぼ全周
に亘って分布する割れ
目が認められる範囲

TD(m)

K-4，K-5と対応する可能性が
ある割れ目は認められない

平面図

Ⓐ’

破砕部C

（EL-37m）

破砕部A

K-16
（N10°W/67°NE）

K-15
（N4°E/68°SE）

K-14
（N7°E/66°NW）

K-12
（N21°W/72°NE）K-13

（N12°E/74°SE）

K-18
（N8°E/78°SE）

K-2
（N19°E/72°SE）

破砕部A
（N13°E/81°SE）

破砕部B
（N3°W/77°NE）

破砕部C
（N6°E/58°SE）

K-22
（N9°W/73°NE）

K-5
（N63°W/64°NE）

K-4
（N56°W/85°NE）

K-20
（N15°E/63°SE）

K-23
（N10°E/65°SE）

K-12K-13K-14K-15K-16 K-2K-22 K-5K-4
K-18K-23K-20

K-14，K-15と対応
する可能性がある
ほぼ全周に亘って
分布する割れ目が
認められる範囲

K-1
（N4°E/58°SE）

取水路設置面に分布すると評価したもの

取水路設置面に分布すると評価したもの

K-25
（N1°W/65°NE）

K-25
K-25と対応する可能性
がある割れ目

K-18と対応する可能性
がある割れ目

K-20と対応する可能性が
ある割れ目は認められない

Ⓐ-Ⓐ’断面図（調査位置の断層線を走向・傾斜を基に延長した図）

(破線はさらに延長する可能性のある箇所)
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K-21
（N4°E/66°SE）

50m0

K-17
（N18°E/78°SE）

K-20
（N15°E/63°SE）

K-26
（N14°E/68°SE）

←NW SE→

Ⓑ’Ⓑ

断層
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

取水路設置面に分布すると評価したもの

安山岩（均質）

安山岩（角礫質）

凝灰角礫岩

節理

※取水路の既往データ（写真，スケッチ）はデータ集（その他）

断層の想定延長位置（矢印の向きは走向を考慮）

側壁・天端

底盤

TD(m)

0
|

10
|

20
|

30
|

40
|

50
|

60
|

70
|

地質展開図

K-21

K-21と対応する可能性
がある割れ目は認めら
れない

K-26

【補機冷却水取水路のスケッチとの対応】

K-26と対応する可能性
がある割れ目

EL-30m

EL-20m

EL-12m
北南 東西 南

立坑地質展開図

Ⓑ-Ⓑ’断面図（調査位置の断層線を走向・傾斜を基に延長した図）
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【検討手順】
・グリッドボーリング調査（建設時）で確認された破砕部はいずれもBHTVを実施しておらず走向・

傾斜方向が不明なため，コア観察で確認した主せん断面の傾斜（アンジュレーション範囲
±5°）を用いて，全方位にEL 0mの想定延長範囲を図示した。

・破砕部の想定延長範囲（EL0ｍ）と各断層トレース（EL0ｍ）の延長した線（走向のアンジュレー
ション範囲±15°）が近接しているものについては，連続する可能性があるものと判断した。た
だし，破砕部の主せん断面の傾斜と断層の傾斜が±15°以上異なるものについては，連続し
ないものと判断した。

孔名
確認深度

（ｍ）
標高
（ｍ）

コア観察による主
せん断面の傾斜

（°）

破砕部の幅
（cm）

破砕部の分類 検討結果

BL-1
88.95 -95.01 45 1 固結した破砕部

検討対象断層の傾斜（64～85°）と±15°
以上異なるため連続しない

90.66 -96.72 60～65 3 固結した破砕部 対応する断層はない

BL-4 41.80 -56.80 80 5 固結した破砕部 K-4，K-5のいずれかに対応する可能性がある

BL-5 28.59 -46.39 40 3 固結した破砕部
検討対象断層の傾斜（64～85°）と±15°以上異なる
ため連続しない

海上№1 37.22 -40.11 60 5
固結した破砕部

（粘土状破砕部を介在）
K-4，K-5，K-15，K-18，K-20，K-23のいずれかに対応
する可能性がある

海上№2 98.44 -99.63 40 3 固結した破砕部
検討対象断層の傾斜（64～85°）と±15°以上異なる
ため連続しない

海上№4 102.80 -107.62 75 6 固結した破砕部
Ｋ-2，Ｋ-14～K-16，K-18のいずれかに対応する可能性
がある

海上№4-2 3.17 -15.91 30～65 5 固結した破砕部
K-17，K-21に対応する可能性がある
K-26は想定延長位置が対応するものの，この深度まで
連続しない断層のため，対応する破砕部でないと判断

海上№8 48.57 -50.21 80 2 固結した破砕部 対応する断層はない

グリッドボーリング調査（建設時）で認められた破砕部

海上
No.1

海上
No.2

海上
No.3

海上
No.4

海上
No.5

海上
No.6

海上
No.7

海上
No.8

海上
No.7-1

海上
No.7-2

海上
No.7-3

海上
No.4-1

海上
No.4-2

BL-1

BL-2

BL-3

BL-4

BL-5

K-7

鉛直ボーリング孔
（緑は破砕部が認められない孔，

赤は破砕部が認められた孔）
その他のボーリング孔

グリッドボーリング（建設時）

鉛直ボーリング孔

斜めボーリング孔

凡例

EL　0m

EL-10m

EL-20m

EL-30m

EL-40m

EL-50m

海上No.1

破砕部
主せん断面の傾斜角60°

破砕部想定延長範囲
傾斜角±5°

検討例（海上No.1 断面図）

破砕部想定延長範囲
傾斜角±5°

R-2

I-3

I-2

グリッドボーリングで確認された
破砕部の想定延長範囲（EL0ｍ）

平面図

○取水路設置面に分布すると評価したK-2及びK-12～K-18，K-20～K-23，K-25，K-26，海岸部露岩域の調査で取水路設置面に分布すると評価したK-4，K-5のうち，端部を確認していな
いK-2，K-4，K-5及びK-14～K-18，K-20～K-23，K-25，K-26について，より広範囲で連続性を確認するため，グリッドボーリング調査（建設時）で確認された破砕部との対応を検討した。

○BL-4孔で認められた破砕部は，想定延長範囲がK-4，K-5の北西方延長と近接していることから，K-4，K-5のいずれかに対応する可能性がある。
○海上No.1孔で認められた破砕部は，想定延長範囲がK-4，K-5の北西方延長及びK-15，K-18，K-20，K-23の北方延長と近接していることから，K-4，K-5，K-15，K-18，K-20，K-23のい

ずれかに対応する可能性がある。
○海上No.4孔で認められた破砕部は，想定延長範囲がK-2，K-14～K-16，K-18の南方延長と近接していることから，K-2，K-14～K-16，K-18のいずれかに対応する可能性がある。
〇海上No.4-2孔で認められた破砕部は，想定延長範囲がK-17，K-21の南方延長と近接していることから，K-17，K-21のいずれかに対応する可能性がある。

⑤取水路沿いの調査（断層とグリッドボーリング調査の対応の確認）

K-22
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①-①’断面図

低角から
Ｈ- -3.0-45
Ｈ- -3.0-50
Ｈ- -3.0-55
Ｈ- -3.0-60
Ｈ- -3.0-65
Ｈ- -3.0-75
Ｈ- -3.0

←NW SE→

H- - 2.8

G-3.8-65

低角から
H-0.2-60
H-0.2-75

低角から
Ｈ-1.1-70
Ｈ-1.1-75
Ｈ-1.1-80
Ｈ-1.1-87
Ｈ-1.1低角から

H- -0.3-65
H- -0.3-80H- -0.5H- -1.0

H- -1.2

H- -1.3

低角から
Ｈ-0.9-40
Ｈ-0.9-50（連絡道路№3）
Ｈ-0.9-60（連絡道路№1）
Ｈ-0.9-70
Ｈ-0.9-75

H- - 2.5

H- - 2.6 H- - 2.3

図面左から
H- -1.86
H- -1.80
H- -1.7
H- -1.6
H- -1.5

図面左から
H- - 2.18
H- -2.12（連絡道路№2）
H- - 2.0
H- -1.9

E→←W

B
L
-
1
（
投

影
）

※〇内の赤色は幅3cm以上，黄色は幅3cm未満の破砕部で，
両側の線は傾斜方向（走向を考慮した偽傾斜）

①’②’ ①②

防潮堤

連続性が乏しい破砕部
（数字は次々頁の一覧表の№を記載）
（連続性が乏しい破砕部と判断した根拠は次々頁）

②-②’断面図

1
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3

47
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37
38

40

41
42

43
44

45

46

19

20

48

補機冷却水
取水路

21

49

39

県道

⑤取水路沿いの調査（抽出した断層以外の破砕部の連続性確認）

〇取水路沿いの調査において，破砕部の連続性の検討手順に基づき連続性が乏しいと判断した破砕部について，その根拠となる隣接孔におけ
る確認結果を下図（特に破砕部が密集している範囲については次頁）及び次々頁に示す。

詳細２（次頁）

断層（主部を太線で表記）
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

詳細１（次頁）

2.3-3-18
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破砕部21
N12°E/76°SE

破砕部26
N18°E/53°SE

破砕部24
N5°E/56°SE

Ｈ
-

-
1
.2

Ｈ
-

-
1
.0

EL -110m

EL -120m

EL -130m

Ｈ
-

-
1
.3

EL -140m

EL -150m

EL -160m

EL -170m

EL -180m

E→←W

①-①’断面図（詳細１拡大）

破砕部22
N13°W/74°SW

破砕部23
N5°E/74°NW

破砕部27
N5°E/52°SE

EL -100m

0 20ｍ

②-②’断面図（詳細２拡大）

EL -10m

EL -20m

EL -30m

破砕部41
N72°E/23°NW

破砕部47
N63°W/31°NE

破砕部42
N1°E/68°SE破砕部48

N12°W/48°NE

N10°W/53°NE

N14°E/62°SE

破砕部39
（N18°E/69°SE）

N13°W/76°NE

Ｈ
-

-
3
.0

←NW SE→

破砕部Ⅲ

0 10ｍ

・破砕部Ⅲを除くいずれの破砕部も，破砕部の連続性の検討手順に基づき，隣接孔の破砕部が
傾斜のアンジュレーション範囲外もしくは走向・傾斜が異なることから，連続しないと判断した。

【詳細１及び詳細２ 拡大図】

連続性が乏しい破砕部

断層
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

・〇内の赤色は幅3cm以上，黄色は幅3cm未満の破砕部で，
両側の線は傾斜方向（走向を考慮した偽傾斜）

凡 例

2.3-3-19
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連続性が乏しい破砕部
（隣接孔に連続しない破砕部）

No. 孔名
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

連続しないことを
確認した隣接孔

孔名 確認深度（ｍ）

1 H-2.3-25 105.83 EL-34.84 N1°E/88°NW 5 基礎掘削面

2 G-3.8-65 63.28 EL-46.41 N11°E/73°SE 4 H-2.3-50 62 ～ 66

3 G-3.8-65 122.66 EL-100.23 N20°E/57°SE 16 H-1.5-95 16 ～ 43

4 H-2.3-25 36.22 EL-5.42 N15°W/71°NE 6 G-3.8-65 54 ～ 65

5 H-2.3-25 36.77 EL-5.65 N12°E/57°SE 13 G-3.8-65 43 ～ 50

6 H-2.3-25 44.19 EL-8.79 N34°W/89°NE 4 H-2.3-50 59 ～ 68

7 H-2.3-25 44.46 EL-8.90 N44°W/76°NE 4 G-3.8-65 49 ～ 57

8 H-2.3-50 74.75 EL-47.37 N7°E/71°SE 10 G-3.8-65 57 ～ 59

9 H-1.5-40 36.76 EL-15.60 N65°W/26°NE 4 H-2.3-85 27 ～ 30

10 H-1.5-40 46.48 EL-21.85 N30°E/63°NW 8 H-2.3-85 28 ～ 30

11 H-1.5-95 33.59 EL-25.43 N65°E/42°NW 4 H-1.3-88 34 ～ 37

12 H-1.5-95 105.26 EL-96.83 N35°W/79°NE 5 H-1.3-88 43 ～ 77

13 H-1.3-88 27.67 EL-20.38 N2°E/76°SE 10 H-1.5-95 59 ～ 84

14 H-1.3-88 47.96 EL-40.66 N64°E/69°NW 3 H-1.1 51 ～ 54

15 H-1.3-88 156.84 EL-149.47 N49°E/57°NW 4 H-1.5-95 151 ～ 154

16 H-1.1 29.63 EL-22.85 N48°E/56°NW 7 H-1.1-87 30 ～ 32

17 H-0.2-60 22.77 EL-14.99 N26°W/62°NE 10 H-0.2-75 27 ～ 30

18 H- -0.3-65 26.99 EL-20.77 N20°W/80°SW 4 H- -0.5 35 ～ 60

19 H- -0.3-80 61.10 EL-56.48 N16°E/64°SE 15 H- -0.5 51 ～ 55

20 H- -0.3-80 64.42 EL-59.75 N11°W/82°NE 3 H- -0.5 0 ～ 50

21 H- -0.3-80 146.36 EL-140.45 N12°E/76°SE 6 H- -1.0 97 ～ 122

22 H- -1.0 116.26 EL-112.60 N13°W/74°SW 3 H- -1.2 134 ～ 148

23 H- -1.0 116.71 EL-113.05 N5°E/74°NW 4 H- -1.2 137 ～ 150

24 H- -1.0 127.33 EL-123.67 N5°E/56°SE 11 H- -1.2 112 ～ 118

25 H- -1.2 93.90 EL-90.26 N16°E/77°NW 9 H- -1.3 115 ～ 140

26 H- -1.2 122.07 EL-118.43 N18°E/53°SE 6 H- -1.3 111 ～ 115

27 H- -1.3 121.79 EL-118.10 N5°E/52°SE 6 H- -1.5 109 ～ 114

28 H- -1.5 53.30 EL-49.66 N39°W/80°NE 4 H- -1.6 5 ～ 36

29 H- -1.5 116.83 EL-113.19 N81°E/58°NW 7 H- -1.3 116 ～ 119

30 H- -1.6 102.83 EL-99.19 N3°W/62°NE 4 H- -1.7 95 ～ 99

31 H- -1.7 59.24 EL-55.60 N6°E/77°NW 4 H- -1.6 40 ～ 51

32 H- -1.86 55.70 EL-52.06 N51°E/70°SE 3 H- -1.80 58 ～ 61

33 H- -2.18 96.42 EL-92.78 N7°W/54°NE 14 H- -2.6 56 ～ 69

34 H- -2.18 96.86 EL-93.22 N16°W/58°NE 11 H- -2.6 47 ～ 64

35 H- -2.18 116.51 EL-112.87 N20°W/59°NE 5 H- -2.8 50 ～ 70

36 H- -2.3 53.63 EL-49.96 N28°E/71°NW 5 H- -2.18 30 ～ 40

37 H- -2.5 18.10 EL-14.43 N21°E/52°SE 10 H- -2.3 25 ～ 29

38 H- -2.6 16.38 EL-12.72 N38°E/41°NW 3 H- -2.8 19 ～ 22

39 H- -3.0 34.73 EL-31.10 N18°E/69°SE 4 H- -3.0-75 22 ～ 26

40 H- -3.0-75 49.98 EL-44.64 N30°E/54°SE 4 H- -3.0-65 44 ～ 47

41 H- -3.0-65 18.03 EL-12.70 N72°E/23°NW 7 H- -3.0-60 19 ～ 21

42 H- -3.0-65 22.01 EL-16.31 N1°E/68°SE 4 H- -3.0-60 20 ～ 22

43 H- -3.0-65 88.85 EL-76.89 NS/60°E 24 H- -3.0-60 83 ～ 85

44 H- -3.0-65 89.76 EL-77.71 N2°W/64°NE 4 H- -3.0-60 86 ～ 89

45 H- -3.0-65 102.18 EL-88.97 N83°W/16°SW 4 H- -3.0-55 105 ～ 110

46 H- -3.0-55 49.84 EL-37.19 N37°E/71°SE 15 H- -3.0-50 46 ～ 48

47 H- -3.0-50 24.56 EL-15.17 N63°W/31°NE 22 H- -3.0-55 21 ～ 23

48 H- -3.0-50 27.13 EL-17.14 N12°W/48°NE 8 H- -3.0-55 26 ～ 27

49 H- -3.0-45 83.49 EL-55.40 N1°W/67°NE 5 H- -3.0-50 83 ～ 85

・基礎掘削面のスケッチは補足資料2.1-1(1) 
・ボーリングの柱状図等はデータ集１，２，３

No. 孔名
確認深度
（ｍ）

標高
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

破砕部の幅
（cm）

連続しないことを確認した隣接孔

取水路側 取水路と反対側

孔名
確認深度
（ｍ）

孔名
確認深度
（ｍ）

Ⅲ

H- -3.0-75 28.57 EL-23.96 N13°W/76°NE 19

H- -3.0-55 27 ～ 29 H- -3.0 30 ～ 33H- -3.0-65 27.78 EL-21.54 N14°E/62°SE 16

H- -3.0-60 27.68 EL-20.33 N10°W/53°NE 1

連続性が乏しい破砕部
（隣接孔に連続するものの，両端部が確認できる破砕部）

・ボーリングの柱状図等はデータ集１，２，３
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2.3-4-1

補足資料２．３－４

断層端部の調査結果



2.3-4-2

(1) S-1端部の調査結果



駐
車

場

2.3-4-3

延長 走向/傾斜

S-1 780m N60゜W／80～70゜NE
*

調査位置図

位置 調査箇所 調査結果

北西端 １号機基礎掘削面 北西端の止め

南東端

O-17.9孔

南東端の止め

O-18孔

S-1端部の調査概要

【南東端の調査結果】
O-17.9孔，O-18孔より南東方に連続しないことを確認。

【北西端の調査結果】
１号機基礎掘削面において，
S-2・S-6を越えて連続しないことを確認。

S-1端部の調査結果 －概要－

* 走向は一般走向
傾斜は岩盤調査坑の値

■S-1端部の調査結果の概要を以下に示す。

岩盤調査坑

L-12.2

M-12.5

N-13'

N-13

N-13.5’

N-14
N-14.5

O-14.5

O-16

O-17
O-17.3

O-17.5

O-17.9
O-18

道路法面～えん堤左岸表土はぎ

えん堤左岸トレンチ

駐車場南東方トレンチ

えん堤

駐車場南側法面・底盤表土はぎ

旧トレンチ

駐車場北側法面表土はぎ

L-12.5

K-11

K-10

J-9

J-9’’
J-9’
T-1～T-4

X-4I-9
X-2V-2

I-8
Sd-2

R-7

M-12.5''

M-12.5'

H-7
掘削法面

H-6.5

断層（S-1以外）（EL-4.7m)表土はぎ

水平ボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔 試掘坑，試験坑，斜坑

トレンチ

S-1が認められた箇所を赤で着色

S-1（EL-4.7m)

斜めボーリング孔

施工検討調査トレンチ

基礎掘削面

S-1端部においてS-1が認められ
ない箇所を橙で着色

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.3-2-3 再掲



拡大スケッチ

１号機基礎掘削面

原子炉建屋

タービン
建屋

サービス
建屋

熱交換器建屋

右図範囲

0 20m

S-1端部の調査結果 －北西端：１号機基礎掘削面－

■S-1北西端の調査結果を以下に示す。

【S-1北西端の調査結果】
1号機基礎掘削面において，S-1はS-2・S-6を越えて連続しないことを確認。

北西端：S-2・S-6を越えて連続しない

2.3-4-4

E
L
-
4
.9

m

E
L
-
2
.5

m

E
L
-
6
.0

m

E
L
-
7
.5

m

E
L
-
2
.5

m

E
L
-
7
.4

m

E
L
-
0
.2

m

E
L
-
5
.6

m

断層（基礎掘削面）

0 50m

※S-1は青，S-2・S-6は緑に着色

※S-1は青，S-2・S-6は緑に着色

断 層※

安山岩礫

凝灰角礫岩

安山岩（角礫質）

安山岩（均質）

節 理

変 質 部

凝灰質な細粒部

凡 例

第788回審査会合 机上配布資料1 
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【S-1南東端の調査結果】
・基礎掘削面から南東方に追跡した結果，O-17.5孔までS-1を確認。
・O-17.3孔とO-17.5孔で確認したS-1の位置，走向・傾斜を考慮して，南東方への想定延長範囲を設定。
・O-17.9孔の想定延長範囲内に，S-1が認められないため，S-1はこれ以上連続しない。
・さらに，延長部のO-18孔においても，S-1が認められないことを確認している。

S-1端部の調査結果 －南東端：O-17.9孔①－

位置図

S-1(EL-4.7m)

O-17.5

0 50m

O-17.3

O-18

O-17.9

40

30 30 40

えん堤左岸トレンチ

■S-1南東端の調査結果を以下に示す。

【O-17.9孔の調査結果】
・右の断面図に示すとおり，S-1の想定延長は，深度14m以深となる。
・想定延長範囲において，S-1は認められない。

（想定延長範囲のコア写真は次頁参照）

O-17.9孔断面図
（掘進方向）

14m

S-1想定
延長

アンジュレーション
走向-15°
傾斜-5°

アンジュレーション
走向+15°
傾斜+5°

23m

O-17.9

S-1の想定延長範囲

30m

○南東端の止めとしているO-17.9孔の調査結果を以降に示す。

2.3-4-5

赤：S-1が認められる箇所
橙：S-1端部においてS-1が認められない箇所

←N S→

O-17

第788回審査会合 机上配布資料1 
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S-1端部の調査結果 －南東端：O-17.9孔②－

O-17.9孔（孔口標高35.73m，掘進長30m，傾斜45°）

コア写真（深度14～30m）

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

・S-1想定延長範囲（深度14～30m）のコア写真を以下に示す。

O-17.9孔において，S-1の想定延長範囲（深度14～30m）にS-1は認められない。

2.3-4-6

S-1
想定延長位置
（23ｍ付近）

深度（m） 深度（m）

柱状図はデータ集１

第788回審査会合 机上配布資料1 
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位置図

S-1端部の調査結果 －南東端延長部：O-18孔①－

【O-18孔の調査結果】
・右の断面図に示すとおり，S-1の想定延長は，深度3m～32mとなる。
・想定延長範囲において，S-1は認められない。

（想定延長範囲のコア写真は次頁参照）

O-18孔断面図
（掘進方向）

S-1想定
延長

アンジュレーション
走向-15°
傾斜-5°

アンジュレーション
走向+15°
傾斜+5°

16m

32m

70m

2.3-4-7

←N S→

S-1(EL-4.7m)

O-17.5

0 50m

O-17.3

O-18

O-17.9

40

30 30 40

えん堤左岸トレンチ

O-17

S-1の想定延長範囲

EL29.25m
O-18

3m

赤：S-1が認められる箇所
橙：S-1端部においてS-1が認められない箇所

○南東端延長部のO-18孔の調査結果を以降に示す。

第788回審査会合 机上配布資料1 
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S-1端部の調査結果 －南東端延長部：O-18孔②－

2.3-4-8

O-18孔（孔口標高29.25m，掘進長70m，傾斜45°）

コア写真（深度3～32m）

O-18孔において，S-1の想定延長範囲（深度3～32m）にS-1は認められない。

・S-1想定延長範囲（深度3～32m）のコア写真を以下に示す。

S-1
想定延長位置
（16ｍ付近）

深度（m） 深度（m） 深度（m） 深度（m）

柱状図はデータ集１
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(2) S-2・S-6端部の調査結果

2.3-4-9



調査位置図

M-5

事
務

本
館

前
ト

レ
ン

チ

C
-
9
.1

C
-
9
.2N
o
.3

ト
レ

ン
チ

B
-
9
-
1

N-5.1

S-2・S-6端部の調査結果 －概要－

【南端の調査結果】
N-5.1孔より南方に連続しないことを確認。

【北端の調査結果】
・No.3トレンチより北方に連続しないことを確認。
・さらに延長部のB-9-1孔においても，
S-2・S-6が認められないことを確認している。

S-2・S-6端部の調査概要

位置 調査箇所 調査結果

北端

No.3トレンチ 北端の止め

B-9-1孔 さらに延長部の止め

南端 N-5.1孔 南端の止め

延長 走向/傾斜

S-2・S-6 600m N11゜E／60゜NW*

■S-2・S-6端部の調査結果の概要を以下に示す。

* 走向は一般走向
傾斜はトレンチの値

2.3-4-10
L
-
6
'

E-8

F
-
8
.5

E
-
8
.5

E
-
8
.6

E
-
8
.7

Ｆ-8

会
合

部
ト

レ
ン

チ

N
o
.2

ト
レ

ン
チ

N
o
.1

ト
レ

ン
チ

H-7G-7 R-7

R-6 K-6

K-5

H-6.4 H-6.5

H-6.6'

H-6.6

R-5

R-4.5

I-5

K-6.3
K-6.2-2

断層（S-2・S-6以外）（EL-4.7m)表土はぎ

水平ボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔 試掘坑，試験坑，斜坑

トレンチ

S-2・S-6が認められた箇所を赤で着色

S-2・S-6（EL-4.7m)

斜めボーリング孔

施工検討調査トレンチ

基礎掘削面

S-2・S-6端部においてS-2・S-6が
認められない箇所を橙で着色
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トレンチ状況写真（西側から撮影）

中壁

←N S→

北側 南側
トレンチ写真

F 北面

C 中壁

D 中壁

A 南面

E 底盤

B 底盤

北側

南側

←W E→
EL 22.5m

EL 18.8m

EL 19.1m

EL 21.6m

EL 21.6m

EL 18.3m

EL 18.3m

EL 22.6m
0 2m

S-2・S-6端部の調査結果 －北端：No.3トレンチ①－

■S-2・S-6北端の調査結果を以下に示す。

【S-2・S-6北端の調査結果】
・S-2・S-6を基礎掘削面から北方に追跡した結果，C-9.2孔まで

S-2・S-6を確認。
・C-9.1孔とC-9.2孔で確認したS-2・S-6の位置，走向・傾斜を考

慮して，北方への想定延長範囲を設定。
・想定延長範囲内に位置するNo.3トレンチで，S-2・S-6が認めら

れないため，S-2・S-6はこれ以上連続しない。
・さらに，延長部のB-9-1孔においても，S-2・S-6が認められな

いことを確認している。

○北端の止めとしているNo.3トレンチの調査結果を以降に示す。

No.3トレンチは，下図に示すとおり，南側トレンチと北側トレンチからなり，
それぞれの調査結果を次頁以降に示す。

2.3-4-11

第788回審査会合 机上配布資料1 
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S-2・S-6端部の調査結果 －北端：No.3トレンチ②－

【No.3南側トレンチの調査結果】

・No.3南側トレンチにおいて，S-2・S-6は認められない。

2.3-4-12

【露頭観察結果】
明褐～褐色土壌

・ 色調7.5YR5/6～5/4を呈し，一部で7.5YR4/6を帯びる。
・ シルト質粘土からなる。
・ 締まっているが，指圧で跡が残る。
・ 壁状～弱い亜角塊状土壌構造が認められる。

赤褐色土壌
・ 色調5YR4/8～7.5YR5/6，ごく一部で弱いトラ斑が認められる。
・ シルト質粘土からなる。
・ よく締まっており，強い指圧で僅かに跡が残る。
・ 中程度の亜角塊状土壌構造が認められる。

砂質シルト層
・ 色調7.5YR5/4～6/6
・ シルトからなり，砂分が混じる。
・ よく締まっており，強い指圧で僅かに跡が残る。
・ 径10cm程度の安山岩亜円礫が僅かに含まれる。

MⅠ段丘堆積物
・シルト質砂礫層
・ 色調2.5YR6/2～7.5YR/5/3
・ 基質はシルト質細～粗粒砂からなり，径5～30cmの安山岩円～亜

角礫を5～30%含む。径5cm以下の礫はクサリ礫化が進む。
・ よく締まっており，強い指圧で僅かに跡が残る。北面では基質部は

風化により粘土化し，褐色を帯びる。

スケッチ（展開図）

明褐～褐色土壌

赤褐色土壌

砂質シルト層

MⅠ段丘堆積物

埋土

別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

凡 例

北面

底盤

南面

E→←W

N32°E/68°NW

割れ目の面は凹凸

皮膜状に黒色のマンガンが沈着

N2°W/56°SW

厚さ0.5～4cmの黄灰色粘土

鏡肌が認められる
N6°E/72°NW

厚さフィルム状～1cmの黄灰色粘土

一部に鏡肌が認められる

N6°W/50°SW

厚さフィルム状～2cmの

褐白色半固結粘土

割れ目の面は凹凸

N26°W/54°SW

厚さ0.5～4cmの黄灰色粘土

割れ目の面は凹凸

N14°W/58°SW

厚さ0.5～1cmの黄灰色粘土

鏡肌が認められる

粘土は分岐し，網目状をなす

割れ目の面は凹凸

釜場

厚さ30cmで角礫状を呈し，

礫間を黄灰色粘土が充

填

N74°E/42°SE

N14°W/54°SW

厚さフィルム状～

1mmの黄灰色粘土

N2°E/46°NW

明褐～褐色土壌

赤褐色土壌
MⅠ段丘堆積物

MⅠ段丘堆積物

砂質シルト層

埋土

埋土

N30°E/54°NW

厚さフィルム状～0.5cmの黄灰色粘土

割れ目の面は凹凸

0 2m

明褐～褐色土壌

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

赤褐色土壌

赤褐色土壌赤褐色土壌

（走向は真北基準）

第788回審査会合 机上配布資料1 
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S-2・S-6端部の調査結果 －北端：No.3トレンチ③－

【No.3北側トレンチの調査結果】

・No.3北側トレンチにおいて，S-2・S-6は認められない。

No.3トレンチにおいて，S-2・S-6は認められない。

2.3-4-13

【露頭観察結果】
明褐～褐色土壌

・ 色調7.5YR5/6～5/4を呈し，一部で7.5YR4/6を帯びる。
・ シルト質粘土からなる。
・ 締まっているが，指圧で跡が残る。
・ 壁状～弱い亜角塊状土壌構造が認められる。

赤褐色土壌
・ 色調5YR4/8～7.5YR5/6，ごく一部で弱いトラ斑が認められる。
・ シルト質粘土からなる。
・ よく締まっており，強い指圧で僅かに跡が残る。
・ 中程度の亜角塊状土壌構造が認められる。

MⅠ段丘堆積物
・シルト混じり砂礫層
・ 色調2.5YR6/2～7.5YR/5/3
・ 基質はシルト質細～粗粒砂からなり，径5～30cmの安山岩円～亜

角礫を5～30%含む。径5cm以下の礫はクサリ礫化が進む。
・ よく締まっており，強い指圧で僅かに跡が残る。南面では基質部は

風化により粘土化し，褐色を帯びる。

北面

底盤

南面

スケッチ（展開図）

E→←W

N34°E/44°NW

厚さ0.3～1cmの白灰色粘土

割れ目の面は凹凸

N14°E/52°NW

割れ目の面は凹凸

皮膜状に黒色のマンガ

ンが沈着

NS/62°W

割れ目の面はやや平滑

皮膜状に黒色のマンガンが沈着

N16°E/56°SE

厚さ0.3～0.5cm黄灰色粘土

割れ目の面は凹凸

粘土は一部で分岐し、厚さ10cm程

度の網目状をなす

釜場

N32°W/54°SW

一部に最大厚さ2cmの黄灰色粘土

割れ目の面は凹凸

厚さ1～4cmの黄灰色粘土

割れ目の面は概ね凹凸

一部に鏡肌が認められる

0 2m

明褐～褐色土壌

赤褐色土壌

MⅠ段丘堆積物

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

安山岩（角礫質）

埋土

埋土

厚さ0.5～1cmの黄灰色粘土

割れ目の面は凹凸

MⅠ段丘堆積物赤褐色土壌

明褐～褐色土壌

明褐～褐色土壌

赤褐色土壌

MⅠ段丘堆積物

埋土

別所岳安山岩類 安山岩（角礫質）

凡 例

（走向は真北基準）
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S-2・S-6端部の調査結果 －北端延長部：B-9-1孔①－

【B-9-1孔の調査結果】
・右の断面図に示すとおり，S-2・S-6の想定延長範囲は，深度11～45mとなる。
・想定延長範囲において， S-2・S-6は認められない。

（想定延長範囲のコア写真は次頁参照）

B-9-1

C
-
9
.2

C
-
9
.1

B-9-1孔断面図
（掘進方向）

S-2・S-6の想定延長範囲

S-2・S-6
想定延長

アンジュレーション
走向-15°
傾斜-5°

アンジュレーション
走向+15°
傾斜+5°

11m

28m

45m

N
o
.3

ト
レ

ン
チ

○北端延長部のB-9-1孔の調査結果を以降に示す。

調査位置図

S-2・S-6（EL-4.7m)

2.3-4-14

←W E→

0 50m

N
o
.2

ト
レ

ン
チ

N
o
.1

ト
レ

ン
チ

EL22.40m   

B-9-1

赤：S-2・S-6が認められる箇所
橙：S-2・S-6端部においてS-2・S-6が認められない箇所

斜めボーリング
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S-2・S-6端部の調査結果 －北端延長部：B-9-1孔②－

2.3-4-15

コア写真（深度11～45m）

B-9-1孔（孔口標高22.40m，掘進長70m，傾斜45°）

・S-2・S-6想定延長範囲（深度11～45m）のコア写真を以下に示す。

B-9-1孔において， S-2・S-6の想定延長範囲（深度11～45m）にS-2・S-6は認められない。

S-2・S-6
想定延長位置
（28ｍ付近）

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

11

12

13

14 15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

12

13

14

30

深度（m） 深度（m） 深度（m）

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

30

31

32

深度（m）

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

31

32

45

柱状図はデータ集１
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【N-5.1孔の調査結果】
・右の断面図に示すとおり，S-2・S-6の想定延長範囲は，深度15～50mとなる。
・想定延長範囲において，S-2・S-6は認められない。

（想定延長範囲のコア写真は次頁参照）

N-5.1孔断面図
（掘進方向）

S-2・S-6の想定延長範囲

S-2・S-6
想定延長

走向-15°
傾斜-5°

走向+15°
傾斜+5°

←W E→

【S-2・S-6南端の調査結果】
・基礎掘削面から南方に追跡した結果，L-6’孔，事務本館前トレンチ，M-5孔付近までS-2・S-6を確認。
・ L-6’孔と事務本館前トレンチで確認したS-2・S-6の位置，走向・傾斜を考慮して，南方への想定延長範囲を設定。
・N-5.1孔の想定延長範囲内に，S-2・S-6が認められないため，S-2・S-6はこれ以上連続しない。

アンジュレーション

アンジュレーション

N-5.1

調査位置図

S-2・S-6（EL-4.7m)

S-2・S-6端部の調査結果 －南端：N-5.1孔①－

■ S-2・S-6南端の調査結果を以下に示す。

M-5

○南端の止めとしているN-5.1孔の調査結果を以降に示す。

2.3-4-16

L-6’
K-6

K-5

K-6.3

K-6.2-2

EL20.19m   

N-5.1

赤：S-2・S-6が認められる箇所
橙：S-2・S-6端部においてS-2・S-6が認められない箇所

斜めボーリング

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.3-2-16 再掲



コア写真（深度15～50m）

N-5.1孔（孔口標高20.19m，掘進長50m，傾斜45°）

・S-2・S-6想定延長範囲（深度15～50m）のコア写真を以下に示す。

N-5.1孔において， S-2・S-6の想定延長範囲（深度15～50m）にS-2・S-6は認められない。

S-2・S-6端部の調査結果 －南端：N-5.1孔②－

2.3-4-17

S-2・S-6
想定延長位置
（34.9ｍ付近）

深度（m） 深度（m） 深度（m） 深度（m）

柱状図はデータ集１
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（参考）S-2・S-6北部の連続性について －検討内容－

○S-2・S-6の北部では，No.1トレンチ，No.2トレンチ及びボーリング孔により確認された破砕部の位置等から，断層トレース（緑色
破線）を推定している。

○これらのうち，No.2トレンチで確認された破砕部の走向（N25°W）は，S-2・S-6の一般走向（N11°E）よりやや西にふれている。

○そこで，No.2トレンチの破砕部がS-2・S-6と連続することを再確認するため，追加ボーリング調査を実施した（次頁）。

C
-
9
.1

C
-
9
.1

-
1

C
-
9
.2

0 10m

N14°E～N14°W/68°～78°W
（EL17.0m）

N25°W/68°SW
（EL17.6m）

No.3トレンチ

No.1トレンチ

No.2トレンチ

２号機 １号機

位置図

右図範囲

S-2・S-6北部 平面図

C
-
9
.1

-
2

C
-
9
.0

-
1
’

C
-
9
.0

-
1

孔名 深度（標高） 走向・傾斜

C-9.1 10.82m(EL11.03m) N27°E/57°NW

C-9.1-1 10.67m(EL11.32m) N11°E/59°NW

C-9.2 10.56m(EL11.52m) N12°E/56°NW

ボーリングで確認された破砕部

：鉛直ボーリング孔（既往調査）

：斜めボーリング孔（既往調査）

：ボーリングで確認したS-2・S-6のEL17m推定位置

：S-2・S-6のEL17m推定トレース

（No.1トレンチ，No.2トレンチにおける破砕部の性状は，補足資料2.3-4(2) P.2.3-4-21）

2.3-4-18
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○追加ボーリング調査（右下図，赤色）の結果，いずれのボーリング孔においても，走向は概ねN-S方向，傾斜は西傾斜で，
粘土状破砕部等を介在するという性状が類似した破砕部が確認された。

○破砕部の走向にはばらつきがある（左下図）ものの，No.2トレンチの破砕部は，周辺のボーリング孔で確認された破砕部と，
水平方向・深部方向に連続して分布する（右下図及び次頁）ことから，S-2・S-6から連続するものであることを再確認した。

（参考）S-2・S-6北部の連続性について －追加調査結果－

２号機 １号機

位置図

右図範囲

S-2・S-6北部 平面図S-2・S-6の走向・傾斜
（下半球等積投影図）

― 既往調査で確認された破砕部
― 今回追加調査で確認された破砕部

N

No.2トレンチ

0 10m

No.3トレンチ

No.1トレンチ

No.2トレンチ

D
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E
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-
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-
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-
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C
-
9
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-
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E
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C
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9
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C
-
9
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-
1

C
-
9
.2

C
-
9
.1

-
2

C
-
9
.0

-
1
’

C
-
9
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-
1

孔名 深度（標高） 走向・傾斜

D-9.1E 5.44m(EL16.78m) N22°E/58°NW

D-9.1-1 7.39m(EL14.10m) N6°W/59°SW

D-9.1-2 8.97m(EL12.54m) N1°W/60°SW

C-9.1-10E 5.70m(EL16.90m) N14°E/54°NW

C-9.11E 6.18m(EL16.56m) N20°E/67°NW

ボーリングで確認された破砕部

N14°E～N14°W/68°～78°W
（EL17.0m）

N25°W/68°SW
（EL17.6m）

：ボーリングで確認したS-2・S-6のEL17m推定位置

：S-2・S-6のEL17m推定トレース

：鉛直ボーリング孔（追加調査）

：斜めボーリング孔（追加調査）

：鉛直ボーリング孔（既往調査）

：斜めボーリング孔（既往調査）

（追加ボーリングにおける破砕部の性状は，補足資料2.3-4(2) P.2.3-4-22） 2.3-4-19
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【No.2トレンチ周辺のボーリング投影断面図】

S-2・S-6北部 平面図

0 10m

No.1トレンチ

No.2トレンチ
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-
1

・ボーリング調査の結果，S-2・S-6は深部方向にも連続して分布する。

投影断面図

断層トレース（EL17m） A’A

ボーリング柱状図，コア写真，BHTVは，データ集１，２，３

断面線

D
-
9
.1

-
1

D
-
9
.1

-
2

ボーリング孔での破砕部確認位置

（斜線は傾斜角を示す）

No.2トレンチでの破砕部確認位置

2.3-4-20
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